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亡研 究 1 コ ｢生 活 科 ｣ の 通 矢口衰 8こ お け る

評 価 の 現 状 と 評 価 古こ つ レヽて の 教 官両 の 意 識

- 研 究 先 進 校 を 対 象 とこし て -

1.目 的

[研究 1]では,①通知表における ｢生活科｣の評価の現状一評価方法と評価基準,

②教師の ｢生活科｣の評価についての意識一指導要録の記載に際しての困難点,およ

び ｢生活科｣の評価観-の2点を取り上げ, ｢生活科｣研究の推進校を対象に調査を

行う｡

2.方 法

.(1)調査対象校および被験者

1990年度 (平成2年度)と1991年度 (平成3年度)の文部省の ｢生活科｣実施推進

協力校 (計64校)の中から無作為に抽出した55校,および都道府県教育委員会レベル

での研究指定校や ｢生活科｣関連の教育雑誌 [『四季の生活科』 (東洋館出版社刊)

『生活科授業研究』 (明治図書刊)]などで紹介された特色のある実践を行っている

学校の中から抽出した80校を対象校 (計135校)とした｡被験者は,対象校の ｢生活

科｣研究主任である｡

(2)手続き

1993年9月から10月にかけて,上記の調査対象校に対して,1992年度(平成4年度)

または1993年度 (平成5年度)の通知表の現物 (もしくは通知表の ｢生活科｣の評価

欄の箇所を複写したもの)の送付と ｢生活科｣の顛緬についての質問紙調査の回答を

依頼した｡なお,送付先は ｢生活科｣研究主任とした｡

1993年12月までに回答が寄せられた82校 (内訳は,文部省の ｢生活科｣実施推進協

力校 [以下, "文部省協力校''と呼ぶ]が36校 (回収率65.5%),都道府県教育委員

会レベルでの研究指定校や特色のある実践を行っている学校 [以下, "実践校''と呼

ぶ]が46校 (回収率57.5%))を分析の対象とした｡ただし,9校は通知表の現物も

しくは複写の送付はなく,質問紙の回答のみが寄せられた｡

3.結 果 と 考 察

[1] 通知表の分析

(1)通知表における ｢生活科｣の評価方法

通知表における評価方法の集計結果をまとめたものを表 1に示す｡

｢観点別評価のみ｣の学校が最も多く,52.4%を占め,第2位は ｢観点別評価と自
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由記述の併用｣で23･2%を占めていた｡実践校では･ ｢観点別評価のみ｣が最も多く,

i;>6割弱を占めているのに対して, ｢観点別評価と自由記述の併用｣は13･0%と多くは

ない｡一方,文部省の ｢生活科｣推進協力校では, ｢観点別評価のみ｣と ｢観点別評

価と自由記述の併用｣の間にそれほどの差が見られず(前者が44.4%,後者が36.1%),

対照的な結果となっている｡何らかの形で,観点別評価を採用 している学校は,文部

省協力校では86.1%,実践校では78.3%と,かなり多いことが兄いだされる｡ ｢生活

科｣以外の教科では,観点別評価を行っている学校でも, ｢生活科｣では自由記述の

みであると､いう学校が散見する｡ ｢生活科｣は子どもの "よさ" ･変容の過程を評価

すべきと考えている学校では,この評価方法を採用している傾向にある｡

通知表なしの学校は,2校とも国立大学附属校である｡また,総合評定を何らかの

形で行っているのは4校にすぎないが,総合評定の評価基準は, ｢3段階絶対評価｣

が2校, ｢2段階絶対評価｣が 1校, ｢絶対評価を加味した3段階相対評価 (相対評

価の各段階の人数配分比率を緩和 したもの)が 1校であった｡

表 1 通知表における ｢生活科｣の評価方法

文部省協力校- 実 践 校

(N=36) (N=46)

計

=8ニ

合

川

総合評定のみ

観点別評価のみ

自由記述のみ

総合評定と観点別評価の併用

観点別評価と自由記述の併用

1年 1学期のみ観点別評価

他は自由記述

観点別評価+意欲欄

通知表を発行せず

不 明

1

1

1

6

4

1

3

1

0
0
0

07
7

2

6

2

0

1

2

1

1

3

1

3

9

4

1

1

l

1

2

1

(2)観点別評価の評価基準

観点別評価の評価基準をまとめたものを表2に示す｡

最も多いのは ｢3段階絶対評価｣で,当該評価を行っている総数の62.7%に該当し
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ていた｡第2位は ｢絶対評価を加味した3段階相対評価｣で14.9%を占め,第3位は

｢2段階絶対評価｣で13.4%を占めていた｡ ｢3段階絶対評価｣が全体の6割を占め

ていることから,指導要録の観点別評価欄の評価基準を踏襲していることが兄いだせ

る｡学力の個人差が,1年生の方が2年生よりも小さいことを考慮して,評価段階を

学年で変えている学校が2校 (内 1校は_,1年2学期末が分界点)あった｡

(3)観点別評価の観点の共通性

観点別評価を採用している通知表でも,その観点の内容は学校によってかなり異な

っている｡評価観点の共通の程度をまとめたものを表3に示す｡

全体の55.2%を占める通知表で,学年を通して共通の観点が用いられていることが

分かる｡少なくとも学期毎で異なる観点を採用している通知表は,文部省協力校では

全休の45.2%だが,実践校では25.0%にすぎず,改善の余地があるだろう｡また,第

1学年の1学期のみ独自の観点を設けている通知表が散見することも特徴である｡

表2 観点別評価の評価基準

文部省協力校 実 践 校 合 計

(N-31) (N-36) (N=67)

3段階絶対評価

2段階絶対評価

絶対評価を加味した3段階相対評価

絶対評価を加味した2段階相対評価

3段階相対評価

1年 :2段階絶対評価,

2年 :3段階絶対評価

1年 1-2学期 :2段階絶対評価,

1年3学期以降 :3段階絶対評価

個人内評価を考慮した到達度評価

3

4

1

0
0

2

1

9

5

9

1

2

1

0
0

2

9

0

1

2

4

1

1

1
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表3 観点別評価の観点の共通性

文部省協力校 実 践 校 合 計

(N=31) (N=36) (N-67)

学年を通して共通

学期毎に異なる

単元毎に異なる

1年 :学期毎に異なる

2年 :学年を通して共通

13 24 37

9 6 15

5 3 8

1 0 1

1年 1学期のみ異なる,他は共通 3 3 6

(4)観点別評価の観点の内容について

観点の内容を分類したものを表4に示す｡第1学年の1学期のみ独自の観点を設け

て評価を行っている通知表の場合,他の学期 ･学年の観点の内容を分析の対象とした｡

指導要録の ｢生活科｣の3つの観点 (｢生活への関心 ･意欲 ･態度｣ ｢活動や体験

についての思考 ･表現｣ ｢身近な環境や自分についての気付き｣)をそのまま使用し

ている学校は少ないが,指導要録の観点を微修正したり,説明を付加して具体化させ

たものは,全体の35.8%に達している｡具体的な到達目標を提示した,いわゆる ｢到

達度評価型｣のものは,全休の35.8%を占めているが,文部省協力校の方がこの観点

を採用している傾向が強い(文部省協力校 ;51.6%,実践校 ;22.2%)｡観点の数も各

学期で6項目以上から成り立っている通知表もある｡児童にとっても,保護者にとっ

ても具体的な到達目標を提示し,評価を行う到達度評価型の通知表が望ましいことは

いうまでもないだろう｡
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表4 観点別評価の観点の内容

文部省協力校 実 践 校 合 計

(N=31) (N=36) (N-67)

① 指導要録に準拠したもの

② 指導要録の観点を修正 ･

具体化 したもの

③ 具体的な到達目標を提示

A.2-3項目の観点からなる

B.4-5項目の観点からなる

C.6項目以上の観点からなる

④ その他 (独自のもの※)

⑤ 不 明 (現物なしのため)

5 8 13

9 15 24

2

9

5

1

0

3

3

2

05

5

2

7

1

5

1

※ ;学ぶすがた,表す力,生活に生かす力

ところで,谷川 (1994)は, ｢生活科｣の画一化を促した外的要因の1つに,指導

要録の評価の観点の提示を挙げている｡指導要録の観点の提示によって,それまでか

なりユニークな観点で行われていた評価が,ほぼ全国的に画一化されるようになった

事実は否めない,と述べている｡谷川らの調査によれば,全国の71%の学校が,3つ

の観点によって通知表が構成されていた｡指導要録の改訂の文部省通知でも, ｢その

様式や記載方法等を学校と保護者との連絡に用いるいわゆる通信簿等にそのまま転用

することは必ずしも適切ではないこと｡ (中略)通信簿等の記載内容や方法,様式等

について工夫改善すること｡｣と述べられている｡確かに,通知表が指導要録に準拠

していれば,学年末の指導要録記載は容易になるかもしれない｡しかし, ｢生活科｣

の趣旨から考えると,やはりそ-の学校らしさの現れた,地域に根ざした教育活動を反

映した評価項目を設定するのが望ましいと言えよう｡なお,末尾の補足資料に到達度

評価型の通知表の例を紹介しておく｡

註 :谷川彰英 1994 生活科授業への要求 ･要望 ･改善への提言 指導案の立て方

改善点はどこか 『生活科授業研究』 No.35(1994年 3月号) 42-43.
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(5)児童による自己評価と保護者による評価

通知表の ｢生活科｣の評価欄で,児童による自己評価欄と保護者による評価欄の有

無を調べた｡児童による自己評価欄のあるものは61校で, ｢生活科｣以外の教科でも

3段階評価で自己評価させている学校や, ｢振り返りカード｣を用いたり, ｢行動の

様子｣ ｢がんばったこと｣の欄に自由記述させるなど多様な試みが行われている｡児

童の自己評価の積極的な活用を期待したい｡

一方,保護者による評価欄があるのは,4校にすぎなかった｡

[2] 指導要録の記載についての教師の意識の分析 - 『観点別学習状況』欄の評

価を中心に-

指導要録の3つの観点の内,評価に際して難しさを感じる項目を選択させた (複数

選択可)｡さらに,どういう点で困難であるのか,その理由も記していただいた｡集

計結果を表5に示す｡

表5 指導要録の観点の評価の難しさ (難しさを感じると回答した人数)

文部省協力校 実 践 校 合 計

① 生活への関心 ･意欲 ･態度 1 2 1 8 3 0

② 活動や体験についての思考 ･表現 8 6 1 4

③ 身近な環境や自分についての気付き 1 8 2 0 3 8

3つの観点の内, ｢身近な環境や自分についての気付き｣の評価に難しさを感じる

という回答が最も多く (全体の46.3%),次いで ｢生活への関心 ･意欲 ･態度｣が多

く (全体の36.6%), ｢活動や体験についての思考 ･表現｣が最も少なかった (全体

の17.1%)｡最も多かった ｢気付き｣は,現行指導要録の ｢生活科｣で初めて登場し,

また,他の教科の観点には含まれないものである (一部の実技教科を除き, ｢知識 ･

理解｣がこれと部分的に対応関係にある)0 ｢気付き｣という概念の唆味さが,教師

にとって評価の困難さを感じさせたのではないかと思われる｡

2番目に多かった ｢関心 ･意欲 ･態度｣は,その評価のあり方をめぐって混乱や当
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惑が見られたり,様々な議論を引き起こしているのが調査当時の状況であり,この結

果もそれを反映したものであると言えよう｡ 『新しい学力観 (新学力観)』では ｢関

心 ･意欲 ･態度｣が重視され,指導要録の 『観点別学習状況』欄でもこの観点が最初

に位置づけられている｡しかしながら, ｢関心 ･意欲 ･態度｣といった情意的領域の

評価は,教育心理学や教科教育学分野においては,認知的領域や技能的領域の評価の

研究に比べて,遅れているのが現状である｡ ｢生活科｣の評価研究の中でも, ｢関心

･意欲 ･態度｣は早急に取り組むべき課題であると言えよう｡

次に,観点毎に記載された評価の難しさの理由を検討していくことにする｡記載さ

れた詳しい内容は,末尾の補足資料を参照されたい｡

(1) ｢関心 ･意欲 ･態度｣について

概括すれば,下記の様になる｡

･評価が主観的になりやすい｡

･子どもの内面をつかむことが難しい｡

･表現力の乏しい子どもをどう評価するのか｡

･｢関心 ･意欲 ･態度｣が単元によって変容し,まとめた評価をすることが困難｡

(2) ｢活動や体験についての思考 ･表現｣について

回答数は他の2つの観点と比べると少ないが,概括すれば,下記の様になる｡

･｢思考 :表現｣と ｢気付き｣をはっきりと区別できない時がある｡

･思考の程度を把握することが困難｡

(3) ｢身近な環境や自分についての気付き｣について

概括すれば,下記の様になる｡

･子どもの内面の気付きの読み取り,見取りが困難である (表現力の乏しさ ･個人差)

･評価方法が困難｡

･どの程度気付けばよいか｡

･気付いていても表現に表れない子どもの場合,評価が困難｡

･自分についての気付き (よさや成長)が低学年児にとっては難しい｡
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[3] ｢生活科｣の評価全般について

(1) ｢生活科｣の評価方法について

全国連合小学校校長会 (以下, "全連小"と略す)が実施した ｢生活科｣の評価に

関わる課題の調査 (1992)で使用された項目を微修正して,対象校の ｢生活科｣研究

主任に回答していただいた｡ ｢生活科｣の評価についての6つの考え方を提示し,考

えに最も近い (あるいは最も重視すべき)ものと2番目に近いものを選択していただ

た｡

反応をまとめたものを表6に示す｡最も重視されている考え方 (第 1位反応)は,

｢④より確かな評価を行うためには-日児童を捉えていかなければならない｡｣で,

被験者の2/3が選択していた｡ 2番目に重視されている考え方 (第2位反応)は,

｢①目立たない児童の観察は--どう見取るかが,課題である｡｣と ｢②生活科の自

己評価は-･･追究すべきである｡｣であり (いずれも20.5%の選択),僅差で ｢⑤観

察カードをつけるのは-.･はっきりさせておく必要がある｡｣と ｢⑥目の前の児童の

活動を･1-児童を捉えようとする安易さがある｡｣が続く (いずれも19.3%の選択)｡

この結果から, ｢生活科｣の評価では,多様な評価方法を求めていることが明確に伺

える｡また,目立たぬ児童のあり方や自己評価のあり方についても,関心を持ち,重

視していることが分かる｡全連中の結果とはぼ合致したものとなっている｡

(2) ｢生活科｣の評価全般に関しての問題点や意見について

｢生活科｣の評価全般に関しての問題点や意見について,自由記述で回答していた

だいた｡きわめて多様な意見や問題点の指摘がなされており, ｢生活科｣研究の先進

校らしい豊富な実践に基づく意見が多く見られた｡記載された詳しい内容は,末尾の

補足資料を参照されたい｡

記載内容の一例を挙げておく｡

･従来の教科とは異なった評価観を教師が持っことの必要性 (子どもの変容の過程の

評価. `̀よさ''の評価)

･教師の指導力量の問題

･指導改善と結びついた評価のあり方

･指導要録における3段階絶対評価 (観点別評価)と日常での評価 ･通知表での評価

方法の矛盾の指摘
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表6 教師の ｢生活科｣の評価観の調査結果

第 1位 第2位 延べ

反応数 反応数 反応数

① 目立たない児童の観察はつい見落としがちに 5 17 22

なる｡目立たない児童の活動をどう見取るかが,(6.0) (20.5) (13.3)

課題である｡

② 生活科の自己評価は欠かせないが,どのよう

な手だてで自己評価させるのか,それをどのよ 9

うに児童自身にフィードバックさせたらよいの (10.8)

かなどを追求すべきである｡

③ 活動が豊かであっても出来上がった作品や表

現が豊かでない場合がある｡そのように活動力 7

と表現力に違いがある児童をどのように評価し (8.4)

たらよいのかが,課題である｡

④ より確かな評価を行うためには,活動中の児

童のつぶやきや表情,活動の持続時間など多方 55

面からの観察が求められる｡また,作品や造形 (66.3)

物,話し方等の表現を通して,児童を捉えてい

かなければならない｡

⑤ 観察カードをつけるのは大切であるが,その

ために時間をとり,児童の活動が低調になって 4

は意味がない｡いつ,どの場面で,何を記録す (4.8)

るのか,はっきりさせておく必要がある｡

⑥ 目の前の児童の活動を確かな目で捉える工夫

が必要である｡日誌やカー ドは使いやすさや手 3

軽さから,それを見て,児童を捉えようとする (3.6-)

安易さがある｡

17 26

(20.5) (15.7)

5 12

(6.0) (7.2)

12 67

(14.5) (40.4)

16 20

(19.3) (12.0)

16 19

(19.3) (ll.4)

註 :第 1位の項目に2ヶ所○を付けた回答者が 1名と第2位の項目に2ヶ所O

を付けた回答者が 1名いたため,延べ数は166になる｡ ( )内は%
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〔研 究 2 コ ｢生 活 科 ｣ の 教 科 書 の 分 析

1.日 的

[研究2]では,① ｢生活科｣の教科書の活用度と現行教科書の問題点を調べるこ

とと,②現行教科書の内容の分析を行うことを目的とする｡

2.方 法

目的の①を分析するために, [研究 1】で行った質問紙調査の中で,授業での教科

書の活用の程度を尋ね,併せて教科書の問題点を自由記述させた｡被験者は, [研究

1]と同一の対象校の ｢生活科｣研究主任である｡

冒.結 果 と 考 察

[1] 教科書の活用度

教科書の活用度を調べた結果を表7に示す｡

表 7 ｢生活科｣の教科書の活用度

文部省協力校 実 践 校 合 ●計

(N-36) (N-46) (N-82)

① 全く使用しない 9+2※ 11 20+2※ )

② 参考書として使う 17+2･X･ 21 17+2･X･

③ ときどき使用する 6 11# 17

④ 教科書を中心に授業を行う 0 0 0
⑤ そ の 他 2 3 5

※ :2校は(》と②の両方に回答

# :1校は 『副読本 なかよし』をときどき使用と回答

｢参考書として使う｣の回答が最も多く(全体では47.6%),特に,文部省協力校で

はその傾向が強い｡次いで ｢全く使用しない｣が多く,25.6%を占めていた｡ ｢教科

書を中心に授業を行う｣は皆無であり,概 して,教科書の活用度が低いことが兄いだ

される｡ ｢その他｣の記載内容としては,資料や意欲づけに利用,落ち葉 ･採集物を
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はさんで保存する程度の利用,学習の振り返りに利用,おもちゃ作りなどに参考する

時のみ- となっている｡本研究の対象校は,移行期から積極的に ｢生活科｣に取 り

組んできた先進校であるので,地域に根ざした教材を開発し,教科書に依存しない授

業を行っているので,この様な結果になったもーのき思われる｡ ｢生活科｣研究の先進

校以外の一般校のデータも入手し,比較 ･検討することが必要である｡

[2】 教科書の問題点

現行教科書の問題点を例示する (詳細は補足資料参照のこと)｡

･学校独自のカリキュラムなので使用しない｡

･活動のアイデアブックとして使用｡ 子どもの夢や活動をふくらませる内容にやや

欠ける｡

･教科書を使用すると地域性が薄れる｡

･指示や指定が多すぎる｡

･単元 (配列も含めて)が教科書と合わない｡

･子どもたちの発想を教科書の内容が規定してしま.うおそれ｡

･絵のデザイン･色使いがきつく,柔らかさがない｡

･資料が少なく,バリエーションが限定｡

･活動内容の系統性が不明確で,まだ,理科的 ･社会的｡

･｢生活科｣に教科書はなじまない｡

･単元構成が画一的｡

･活動の事例が少ない｡

概括すれば, ｢生活科｣教科書不要論,地域 ･学校の実体に合わない,発想 ･考え

方 ･活動の制約性などが問題点として指摘できよう｡これらは,表7の結果を裏付け

るものである｡さらに,[1]のところで述べたように,一般校のデータも入手し,比

較 ･検討することが必要である｡

[3】 塀行教科書の内容の分析

現行の ｢生活科｣教科書 (1995年度)は12社から発行されている｡ ｢生活科｣の教

科書は画一的であるとの見方も一部にあるが,子細に見ると幾つかのタイプに分ける

ことができ,決して画一的とは言えない｡サイズはB5版であり,写真やイラストを

多用し,カラフルな構成である｡書式も縦書きが6社,横書きが6社と二分されてい

る｡かつて低学年 ｢理科｣ ｢社会｣の教科書を発行していた会社が参入している (た
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だし,1996年度から内容が改訂され,若干の会社の撤退や版権の別会社への譲渡が生

じている)｡

では,内容の検討に入っていこう｡どの教科書も学習指導要領に概ね即した教材を

取り上げている｡例えば,1年 1学期では ｢学校探検｣,同3学期では ｢もうすぐ2

年生｣を挙げることができる｡植物の栽培では,アサガオ ･ミニ トマト･サツマイモ

･ヒマワリなどが,動物の飼育では,ザリガニ ･ウサギ ･オタマジャクシなどが多く

の教科書で取 り上げられている｡全国一律で地域差を配慮していないという点では,

｢画一的｣と捉えることができよう｡しかし,教材の提示の仕方や体験のあり方,指

導法 (指導書での解説)を検討すれば,かなり多彩であることが兄いだされる｡

ところで,三石 (1992)は, ｢生活科｣の教科書のタイプ分けを行い,内容の分析

を行っている｡筆者も概ね,三石の見解を支持できるので,ここで紹介を行っておこ

う｡まず,第 1のタイプは ｢みる,しらべる,つくる｣型で, ｢自分との関わり｣で

自然観察や社会事象を対象とした調査 ･見学,遊びを通しての製作が中核となってい

るものである｡該当するものは,中教出版,現代美術社,信濃教育会の3社 (三石の

論文ではイニシャル表示)である｡第2のタイプは ｢しらべる｣を基本とした調査基

本型であり,第1のタイプの3つの活動の内, ｢しらべる｣に重点が置かれたもので,

啓林館,大阪書籍,学校図書,学習研究社,教育出版,大日本図書,日本書籍の7社

が該当する｡第3のタイプは, ｢イメージ重視｣型で,光村図書が該当する｡対象を

イメージで表現することを優先させ,劇化などの表現と感性を重視したものであり,

イラストも多用し,描き方も他社とはかなり違っている｡第4のタイプは ｢網羅型｣

と言えるものであり,東京書籍が該当する｡学習指導要領や 『指導資料』などで扱っ

ている内容 ･教材をまんべんなく取り上げている｡内容は盛りだくさんであるが,細

切れになりすぎている｡

次に, ｢生活科｣の教科書の事例研究に入ろう｡現行の12社の内,最もユニークで

あると言われ,採択率の最も低かった現代美術社の教科書を最初に取り上げる｡書名

は1年用は ｢どうしてそうなの｣,2年用は ｢ほんとうはどうなの｣というタイトル

であり,文章表現が多く,ストーリー性が強い("たろう''と `̀はなこ''が主人公)｡

1年 1学期に扱う部分でも,文章量が多いため,入学当初の子どもにとっては難しさ

を感 じることが,採択率を下げたのではないかと思われる｡自然認識 ･空間認識が他

の教科書よりも重視されており,細切れの疑似体験よりも系統性を持った活動や体験

を重視していることが窺われる｡

1年の ｢学校探検｣の発展として,学校の裏の丘から見た学校周辺,そしてもっと

高いところから見た光景を取り上げ,さらに不思議な眼鏡をかけて町を見ると, ｢人

が作った物だけ｣ ｢動く生き物だけ｣ ｢動かない生き物だけ｣見えた,という風に視

点を変えた物の見方を例示している点はユニークであろう｡2年では,生ゴミや残飯
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を腐敗させて土を作り,その温度の変化を調べたり,できた土でハッカダイコンを栽

培し,普通の畑の土で栽培したものと成長の度合いを比較させたりしている｡単に栽

培をさせるに留まらず,肥料 ･土づくりの視点も導入している点は,他社にはほとん

ど見られないものである｡社会認識に関する記述がやや弱く感じられるが,総じて深

まりを感じさせるものであり,副読本 ･図鑑などにも活用することが可能であろう｡

2番目に取 り上げるのは,信濃教育会の教科書である｡長野県での採用に限定して

作成されたものであり,他県での採択はほとんどない｡特に教師用指導書は,信濃教

育 (信州教育)の伝統が良い意味でも悪い意味でも強く感じさせられる｡教科書の方

は,長野という地域に根ざした視点で作成され,地域の実態に即したものであると言

えよう｡例えば,れんげ遠足,おな洗いなどの地域の行事を取り上げたり,ザリガニ

の代わりに,サワガ二を教材にしている点などである｡

系統性も見られ,ストーリー性もある｡ 1年では,ヒヨコの "ピッピ''との関わり

を通して1年間を振り返っている｡2年では,大豆の栽培を土おこしから始め,発芽

･成長の観察 ･世話 (草とり･土よせ),結実,収穫と豆打ちまでの約半年間を,他

の単元をはさみながら連続して取 り上げている｡さらに,枯れ葉をウサギの餌に利用

することや大豆から加工されるものの例示もなされている｡収穫祝い,そして転校生

に大豆や手紙を送ることへ発展させ,郵便の単元 (郵便局への問い合わせ,郵便シス

テムの理解,手紙を書く)へスムーズに接続させている｡信濃教育 (信州教育)の先

進校で実践されている総合学習の成果を活かしたものとなっているのが特徴である｡

3番目の教科書は,中教出版のものである｡三石 (1992)のタイプ分けでは,第 1

のタイプの ｢みる,しらべる,つくる｣型に該当し,教科書のタイトルも ｢しょうが

くせいのせいかつか みる しらべる つくる｣となっている｡自然観察や社会事象

を対象とした調査や見学を重視し,植物の観察や栽培だけに留まらず,植物を用いて

遊んだり,製作を行うことも含まれており,様々な活動 ･体験を通して探究すること

に焦点がおかれている｡児童の学習意欲を喚起させるために,文章表現も発間型

(｢どのようにかわったのでしょうか｣ ｢どうしたらいいでしょうか｣)が随所で見

られる｡また, ｢比較する｣こと (花と種子の形,野菜,水中生物など)を重視して

いる点も特徴である｡2年用では,5回にわたってタンポポを取り上げ,四季折々の

変化を通してタンポポの成長の変化を追っており,継続性 ･系統性のある展開を試み

ている｡

4番目の教科書は,光村図書のものである｡ ｢児童の豊かな感性を刺激し,夢を膨

らませる｣(同書指導書)ことを編集の基本方針としており,視覚に訴える ｢イメージ

重視｣型である｡紙面一杯の絵や写真,独特なタッチの描き方 ･色使いなどは他社の

ものとは大きく異なっている｡前述の教科書の問題点についての調査結果で, ｢絵の

デザイン ･色使いがきつく,柔らかさがない｣との回答は,光村図書を採択した学校
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のものである｡劇化を積極的に取 り入れ,表現を重視 している｡例えば,1年用でヒ

マワリやアサガオの開花を身体動作で表現させたり,2年用では ｢生き物のげきをつ

くろう｣という単元を設けている｡文章表現は少なく,現代美術社とは対照的である｡

継続性 ･系統性のある栽培 ･飼育 ･観察や十分な事実認識がないと,劇化するにし

ても,身体表現をするにしても困難をきたすことは言うまでもない｡擬人化の強調も,

他社と比べて多く,低学年児童の思考の未分化を意識しすぎているきらいがある｡総

じて,社会認識に関する記述が少ないことも特徴である｡この教科書の活用は,教師

の指導力量に大きく依存するであろう｡

以上,4社の教科書の分析を試みたが,前述の調査のように,教科書はそれ程活用

されているわけではない｡資料や学習の振 り返りに利用したり,ものづくりの参考に

する程度である｡自然認識に関する記述が良いものもあれば,社会認識に関する記述

が良いものもあり,教師が教科書を利用する際には,数社のものを使い分けたり,副

読本として活用することが望まれる｡

【文 献〕

三石初雄 1992 生活科教科書は画一的? 教育科学研究会 ･臼井嘉一 ･三石初雄

(編) 生活科を創 りかえる 国土社 Pp.93-111.
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[研 究 3 コ ｢生 活 科 ｣ の 本 格 的 実 施 をこ

伴 う ⊥l己童 の 変 容 とこ教 師 の ｢生 活 科 ｣

イ メ - ジ 古こ つ レヽて の 研 究

1.日 的

｢生活科｣が本格的実施になって,1995年度で4年目を迎えた｡当初の混乱や戸惑

いを乗り越え,学校現場では ｢生活科｣は定着しつつある｡しかし,その一方で,敬

材の精選化や指導 ･評価のあり方の見直しなどが行われるようになってきている｡そ

こで,定着しつつあると言われる ｢生活科｣のイメージを教師はどの様に捉えている

のか,また, ｢生活科｣を学んだ低学年児童は, ｢生活科｣がなかった時の低学年児

童と比べてどの様な違いがあるのかを調べることを目的とする｡

2.方 法

(1)被験者

岩手県 (盛岡市,二戸市),宮城県 (田尻町),東京都 (中野区,足立区,昭島市),

神奈川県 (横浜市,川崎市,平塚市,大和市,厚木市,座間市,藤沢市,相模原市),

愛知県 (名古屋市),長崎県 (長崎市)の1都5県の公立 ･国立小学校 (約25校)1

-3年の担当教師を被験者とした｡

(2)手続き

上記の被験者に対して, ｢生活科｣に関する質問紙調査 (1･2年生担当教師用と

3年生担当教師用の2種類｡ 〔研究4】 【研究5〕の設問も含む)の回答を依頼した｡

岩手県内の一部は留置法で,それ以外は郵送法で実施 した｡実施時期は,1996年 1月

中旬から2月上旬であった｡回答は無記名とした｡

2月中旬までに回答が寄せられたのは,1･2年生担当教師が96名,3年生担当教

師が56名であった｡

3.結 果 と 考 察

[1] 教師の ｢生活科｣のイメージ

SD法を用いて, ｢生活科｣のイメージを調べた｡使用した形容詞対は,図1に示

す15対で,井上 (1979,1981,1982)の一連の研究で用いられたものをそのまま採用

した｡評定段階は7段階で,形容詞対の方向性はカウンターバランスした｡

筆者は, ｢生活科｣が本格的実施になる前の1991年2-3月に,岩手県内の小学校

教師162名と小学校校長101名を対象に,同じ調査を行っている (藤岡,1994)｡図 1

には,その調査の′ト学校教師 (担当学年は全学年にわたる)の結果も併せて示した｡
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本調査の結果から, ｢生活科｣のイメージは, "かなり生き生きしてレ)て,活動的

でおもしろいが,少し難しい''と捉えられていることが分かる｡1991年の調査結果と

比べると,今回の調査結果の方が, `̀おもしろい…と "生き生きしている"の評定値

が増加し, `̀難しぎ'と "新しさ''の程度が弱まっている｡また,…やや不便である"

から "やや便利である''に変化している｡被験者が同一地域 ･同一学年ではないので,

結果の解釈には慎重さが必要であるが,実施になって4年経過 した時点で行った調査

結果は,移行期のそれと比べると,プロフィールは平準化していることが兄いだせる｡

3年担当教師の内, ｢生活科｣の指導経験のない者は20名 (1･2年担当教師を含む

全被験者の13%)であったが,校内研究会などを通して ｢生活科｣のイメ-ジが明瞭

になってきているからだと言えよう｡ ｢よい-わるい｣ ｢正しい一間違っている｣

｢優れている一劣っている｣といった価値的評価の形容詞対の評定値の分散は,他の

形容詞対のそれと比べるとやや大きく,個人差が大きいこと,換言すれば, ｢生活科｣

についての価値的評価が分かれていることが窺える｡

【文 献〕

藤岡秀樹 1994 学力 ･能力 ･適性の評価と指導一学校心理学の視点から一 第13

章 評価論からみた ｢生活科｣ 京都法政出版 Pp.162-175.

井上正明 1979 教師の教育評価に対する意識構造(1)-SD法による年代差の分析

一 福岡教育大学紀要,第4分冊 29,105-121.

井上正明 1981 教師の教育評価に対する意識構造(2)一管理職教師群と一般教師群

との比較一 福岡教育大学紀要,第4分冊 31,133-148.

井上正明 1982 教師の教育評価に対する意識構造(3)-福岡県における中学校教師

の世代差と専攻差一 福岡教育大学紀要,第4分冊 32,133-151.

Tl6-



か 少
な
り し

で
もど 少
なち
いら し

6 5 4 3 2

よ い

正 し い [

優れている

好きである

おもしろい

頼 もしい

易 し い

役に立つ

便利である

変化に富む

生 き生 きしている

活動的である f

あたたかい t

新 し い l

支配的である (

●-●
[コ--[コ

1991年の岩手県内教師のデータ (162名 )

本調査の結果 (154名 )

図 1 教師の ｢生活科｣のイメージ

-17-

悪 い

間違っている

劣 っている

嫌いである

つまらない

頼 りない

難 し い

役に立たない

不便である

変わらない

手応えがない

不活発である

冷 た い

古 い

服従的である



[2】 ｢生活科｣を学習した児童の特徴

(1)1･2年生担当教師の捉えた ｢生活科｣履修児童の特徴

まず,ト･2年生担当教師を対象者として,小学校低学年に ｢生活科｣がなかった

時の低学年児童と比べて,現在の ｢生活科｣を学習している児童はどの様な違いがあ

るのかを10項目を取り上げて調べた (有効回答数89)｡その結果を図2に示す｡

未履修者と比べて,それ程差が見られなかったのは, ｢集中力｣ ｢判断力｣ ｢観察

力｣である｡平均評定値が4に近く `̀少し優れている''と捉えられているのが, ｢表

現力｣ ｢行動力｣であり･ ｢創造力｣が次に続く○ `̀やや劣る･'と捉えられたのは,

｢落ち着き｣だけであった｡

｢生活科｣未履修者
と比べると-

① 集 中 力

(診 判 断 力

③ 問題解決力

④ 表 現 力

⑤ 企 画 力

⑥ 観 察 力

⑦ 創 造 力

⑧ 協 調 性

⑨ 落ち着き

⑩ 行 動 力
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●-●; 1･2年担当教師の結果

ロ--□ ; 3年担当教師の結果

図 2 ｢生活科｣を学習 した児童の特徴 一未履修者 との比較一

一18-



次に,その他の観点で, ｢生活科｣を履修した児童が優れている点や良くなった点

を自由記述で尋ねた｡その結果を列挙してみよう｡

･家庭生活で実践に生かされている｡

･自分達で町を調べようと子どもが放課後,町探検に出かけたり,植物 ･動物の観察

をしている｡

･畑で栽培している大根の芽を踏まれてしまった時,自分達から全校朝会でやめて欲

しいというお願いをしようと考え,文案も考え発表できた｡

･家族調べで,おうちの仕事を生き生き調べたり,仕事をやってみたりした｡

･チームワーク,試行錯誤のゆとり,楽しげ｡ ∫

･意欲的で生き生きし,明るい｡

･活動の立案計画に慣れてきて上手になってきた｡

.･グループ活動が活発になった｡

･生活の中の気づきが向上してきた｡

･自然の物に少しだけ目がいくようになったような気がする｡

･自分の願いを実現しながら学習 していいんだという安心感がある｡

(2)3年生担当教師の捉えた ｢生活科｣履修児童の特徴

次に,3年生担当教師を対象者として,小学校低学年に ｢生活科｣がなかった時の

3年生と比べて, ｢生活科｣を学習してきた現在の3年生はどの様な違いがあるのか

を10項目を取 り上げて調べた (有効回答数56)｡その結果は図2に示されている｡

~未履修者と比べて,それ程差が見られなかったのは, ｢集中力｣ ｢判断力｣ ｢問題

解決力｣ ｢観察力｣ ｢協調性｣である｡ "やや劣る"と捉えられたのは, ｢落ち着き

だけであった｡ "やや優れている"と捉えられているのは, ｢表現力｣ ｢行動力｣で

あるが,1･2年生担当教師の結果と比べると,評定値は0.3-0.4程度減少しており

｢生活科｣履修のプラスの面が低減していることが兄いだせる｡

そこで,その他の観点で, ｢生活科｣履修児童が優れている点や良くなった点と,

劣っている点や悪くなった点を自由記述で記載を求めた｡その結果を列挙しよう｡

(A)優れている点や良くなった点

･グループ学習が活発になっている｡

･造形活動が好きでいつまでも楽 しんでいる｡

･児童同士が協力する姿が多くなる｡
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･日常生活の中からの応用力がついてきた｡

･分からない児童はよく行動できる児童を見て世界を拡げることができている｡

･グループ活動を好む｡

･一斉学習というよりも個別学習的なので,個人の良い所を伸ばすことができる｡

･はめ込んでいく学習ではないので,どの子も自分の力から考え始めることができる｡

･自由に考えてどんどんやってみる｡

･のびのび学習できる｡ r

･課題に対して自ら解決しようとする気持ちがある｡

･計画する力がついてきた｡

･グループ作 りが上手になってきた｡

･クラスのレクリエーション大会の企画や運営などリーダー的に活動できる子が多い｡

･意見を多く発表する｡

･｢実際に確かめてみよう｡見に行こう｡｣ ｢自分達で考えたい｣という姿は多くみ

られる｡

･物事に取り組む意欲 (持続しないが),活動の活発さはこれまで以上｡

･いろいろな事に体を動かして意欲的に活動する姿が見られる｡

･自立性が多少培われた｡

･企画力に優れ,個人やグループの判断力を駆使して創造的に行う｡

(B)劣っている点や悪くなった点

･知識 ･理解面がやや劣る｡

･理科において観察力が劣る｡とにかく簡単に済ませようとする (袷)｡

･自分の興味のある分野は進んで行うが,興味がない点がおろそかになっているよう

に思う｡ (2件)

･理科や社会の基本的な力が身についていない｡

･生活科から理科 ･社会への移行が難しく,知識を覚えるのに抵抗があるように思う｡

･理科で観察などをする時も,例えば生き物の特徴に気づくより,自分の気持ちを書

いてしまって観察にならないこともあった｡

･科学的なものの見方,論理的な思考,社会認識｡ (3件)

･一斉授業についていこうとしない点｡

･興味のないことには耳も傾けない｡

･授業中出歩く｡

･キリの使い方,ナイフの使い方など一斉に教えるのではないので,定着しない｡

･科学認識力や社会科学的な基礎能力が落ちたように思われる (地図の見方一土地の

高低,東西南北など)｡ (2件)
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･体験したことで確かめるのはいいが,不十分な実験 ･観察で,それを自分のものと

して覚えてしまうことがある｡

･地道に努力することを嫌がる｡

･活動が拡散し,視点を持って広げたり,深めたりする力は劣っている｡

･一斉授業における聞く態度が悪い｡

･1つの事を根気よく観察していくことなどが続かない面が見られる｡

･活動に乗ることができない子どもを十分支援しないと興味 ･関心は著しく低下して

学習に参加できなくなっていく｡

･一斉学習と個別学習との区別ができない｡

1･2年でどの様な内容の ｢生活科｣を学習してきたかにより,その影響は異なる

が,優れている点や良くなった点としては,行動力や表現力,グループ活動に関連す

る内容が多いように思われる｡一方,劣っている点や悪くなった点としては,自然認

識や社会認識の習得の不十分さ,一斉授業に関わる問題,興味 ･関心の限定などに関

連する内容が多いように思われる｡
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亡研 究 4 コ ｢生 活 科 ｣ の 手旨 導 とこ評 価 もこつ

L'ヽ て の 問 是亘点 と 評 価 の あ り 方

1.日 的

｢生活科｣の授業づぐりや指導,評価についての問題点や悩みを調べ,併せて ｢生

活科｣の評価の方法や研修体制,指導法についても調べることを目的とする｡

2.方 法

(1)被験者

〔研究3〕の被験者の内,1･2年生担当教師を対象とした｡

(2)手続き

前述の質問紙調査を用いた｡調査時期 ･調査方法などは前述の記載参照のこと｡

3.結 果 と 考 察

[1] ｢生活科｣の指導と評価について¢問題点や悩み

｢生活科｣の指導と評価に関する13の事項について,問題点を感じているものを指

摘してもらい (幾つでも可),さらに特に問題点を感 じている事項を2つまで指摘し

てもらった｡また,問題点の具体的理由も自由記述してもらった｡有効回答数は96名

で,平均指摘数は4.87(SD=2.33)であった｡その結果を表8に示す｡

多くの教師が指摘した問題点としては, ｢⑳通知表 ･指導要録での評価｣が最も多

く,次いで ｢⑳教材研究 ･授業準備の時間不足｣であり,第3位は ｢⑧個に応じた指

導の仕方｣であった｡特に問題点を感じると指摘した数も上記の3項目が多かった｡

指導要録の3つの観点の評価の難しさは, 【研究 1〕の ｢生活科｣研究の先進校の調

査結果でも兄いだされていたが,学校現場では指導要録の記載で苦悩していることが

本結果からも窺われる｡ ｢教材研究 ･授業準備の時間不足｣も, ｢生活科｣は体験 ･

活動が重視されるので,学習環境の設定準備のために時間がかかり,教師の多忙化と

相伴って,大きな悩みであると言えよう｡反対に,指摘数が最も少なかったのは ｢④

指導案の立て方｣である｡ ｢生活科｣が本格的実施になって4年経過したので,ある

程度軌道に乗 り,指導方法や内容を熟知できるようになったからではないだろうか｡
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表 8 ｢生活科｣の指導と評価についての問題点

事 項 指摘総数
特に問題点を感じると

指摘 した数 (内数)

① 地域 ･学校に根ざした教材開発

② ｢生活科｣に関する学校の予算

③ 学習環境づくり

④ 指導案の立て方

⑤ 教科書の活用

⑥ 表現活動のさせ方

⑦ 教材の精選

⑧ 個に応じた指導の仕方

⑨ 授業での子どもの観察 ･見取 り

⑳ 通知表 ･指導要録での評価

⑳ 植物の栽培

⑫ 動物の飼育

⑳ 教材研究 ･授業準備の時間不足

6

0

8

4

7

1

8

7

2

8

3

4

8

3

2

3

1

2

2

2

4

4

6

3

4

5

4

3

6

2

6

4

6

8

3

6

1

1

0

1

1

1

3

1

1

2

次に･問題点の理由を列挙してみよう(紙幅の都合上,代表的なものを取 り上げる)0I):

① 地域 ･学校に根ざした教材開発

･転勤があり,分からなくなる｡

･地域の実状に合わせた教材ばかりだと不足する環境があるのではないか (町の子に

は自然が不足)

･年間計画を地域に合わせて作ることの難 しさ｡

･ねらいに即 した教材が地域にない｡

･きちんと教材化しないと新任の教員が困る｡

･都市部なので畑が少なく,雑草がないので観察できない｡

･どうしても一般的な流れになってしまう｡

･あまりにも自然環境が周 りに少なすぎる｡

･マンネリ化 しやすい｡
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② ｢生活科｣に関する学校の予算

･菜園 ･飼育小屋等の環境整備に充てる予算の不足｡

･極めて少ない｡

･児童個人に還る物品は基本的に廟護者負担の原則をとっており,教材によっては負

担を考えて断念することもある｡

(診 学習環境づくり

･｢生活科ルーム｣がない｡ (多数回答)

･オープンスペースが欲 しい｡

･作業スペース ･活動場所がない｡ (多数回答)

･施設 ･設備が整っていない｡

･自然が少ないので,創意工夫して教材を見つけるのが難しい｡

④ 指導案の立て方

･どの様に書けばよいのか｡難しい｡

･科学的社会的なものの見方も育てたいが,生活科的な考え方でどのように取り入れ,

どのように指導してよいか分からない｡

･一斉指導でない場合,子どもの立案計画による場合など時間の設定が難 しい｡

･子どもたちのや りたいことの中から方向 (計画)を決めようとしたが,教科書の計

画にとらわれることが多かった｡

･児童の思いを充分に生かせる内容及びきっかけづくり｡

⑤ 教科書の活用

･教科書そのものがあまり良いとは言えない｡

･ほとんど使わない｡ (多数回答)

･全く使わない｡ (多数回答)

･教科書ははたして必要か?

･地域に合わないものもある｡

･学校独自のカリキュラムに合わない｡ (多数回答)

･子ども達に気付きを持たせるためにも副読本を活用したいが,学年の年間計画に合

わず使わない部分が多い｡また,考えさせたいと思うところで,教科書を見てしま

い,思考する場面を失ってしまうことも多い｡

･必ずしも全部実行しなければならないというのではないと思うが,内容が充実して

おり,プレッシャーに感じる時もある｡
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⑥ 表現活動のさせ方

･限度 ･方向性をどう定めるのかが難しい｡

･子ども一人一人のレベルに合わせるために,教えるというよりは支援という形にな

り,常に中途半端な形で終わってしまいがち｡

･各自の自由な発想をどこまで実現させてやるか,どう発想を全鼻から引き出すか,

どこまでまかせられるか｡

･表現のパターンが限られてきている｡それを打ち破 りたいと思っているが,時数が

不足してしまう｡

･製作活動が多く,時間が足りない｡

⑦ 教材の精選

･2年生ではとてもやることが多く,二つの教材を組み合わせる等の工夫をした｡

･じっくりやりたいもの省いていいもの どう考えたらいいか-･

･学年集団で取り組もうとするといろいろ支障あり｡自由にやろうと思っても,親と

の関わりや同僚との関わりで難 しい｡

･直接体験を多くしたいと思うと時間がかかりすぎ,合科を常に考え,やりくりして

いる｡

･どれを取り入れるか判断に迷う｡

⑧ 個に応じた指導の仕方

･同じ行動をしていても思いが違うので,支援の仕方が難しい｡

･担任の視点が少ないため,どうしても同じ方向に向けさせようとしてしまった｡

･40人の児童に対し,個に応じた指導は物理的に無理｡せいぜいそのように心がけて

やる程度である｡

･子どもの自発性の導き方が難しい｡

･感覚的な授業内容も多く,指導する者の特徴がそのまま反映する気がする｡

･T.T.(ティーム ･ティーチング)のような形でや りたいが人員が足りない｡

･個人差がとても激しく,家庭の協力が得にくい場合もある｡

･一人一人の活動量の差が大きく,少ない子への助言と自主性の尊重との兼ね合いが

難しい｡

･集団の力も育てたいし,その中の個の力も育てたいが,そのバランスが難しい｡

･活動によって個人の能力に差がある｡特に能力の高い子たちにどのように指導し高

めていけばよいか問題である｡

･子どもにまかせた方がよいのか,教師の助言を加えた方がよいのか判断が難しい｡

l/､
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⑨ 授業での子どもの観察 ･見取り

･行動範囲が広がったり,グループで免頻れたりするとどうしても観察できない子が

出てくる｡

･集団の中から,特に集中している,いないの判断は主観しかない｡

･全員に目が行き届かないことがある｡ (多数回答)

･イベントなどをするとその会の運営だけで手一杯で,児童の観察までなかなか一人

では目が届かない｡

･なかなか見取りができない｡子どもと接している時間が少ない｡

･1クラスの人数が多すぎる｡

･動きが多種多様なので観察が十分にできないことがあり,形成的評価が難しい｡

･多くの子どもの気付きや変化を把握する仕方が難しいため｡

⑳ 通知表 ･指導要録での評価

･表現,関心 ･態革など目に見えるものと子どもの内面的なものが一致しているかど

うか迷ってしまう｡表現には他の性格,技能面が多く影響を与えることがある｡

･優劣のつくようなことをしていないのに評価は難しい｡

･評価は不要 (そぐわない)｡ (多数回答)

･場面によって意欲は大きく変わる｡それを意欲的かどうか決めつけてよいか｡

･子どもの様子を観察すればする程,気付きや思考 ･表現等の評価は難しいものに思

われてくる｡

･授業には評価はつきもの｡しかし,通知表で親に知らせる必要があるのかという点

では,職員の間で分かれる｡

･到達目標が各児童によって違うということを前提にしてやっている教師が多く,秤

価が成立していない｡

･個々の活動内容を評価するのは難しい｡形として見える部分だけで評価 していいの

か｡

･表現が活発な子は評価しやすいが,不活発な子は評価しにくい｡

･様々な体験をさせることで児童に何が育つのか｡その育ちは即効的なものではない

ゆえに評価は難しい｡通知表などで評定する必要はないと思う｡

･できる,できないの評価では,児童を十分に評価したことにはならない｡

･思考 ･表現,気付きは切り離せない場合が多く,評価が難しい｡

･通知表を文章表現にしているが,それでも何らかの基準に基づいているわけであり,

その基準の設定が難しい｡

･通知表を文章表現で評価しているが,書くのが大変.

･全く担任に任されている部分のような気がする｡
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･一人一人の活動状況を把握しにくい｡

･どの子も一生懸命に取 り組んでいるので,評価はしにくい｡

･日常の観察や観察カー ドなどの表現方法によるが,主観的な評価になってしまうの

で不安｡

･個に応じて得意,不得意があり,それを考慮しての評価は非常に難しい｡

･評価規準等評価に関する研究不足｡

･絵や文で表現してもらうが,表現力が劣る児童を紙面で判断 ･評価しにくい｡

･どこまで,どの位という観点がよく分からない｡

⑳ 植物の栽培

･一人一鉢という指導だといいが,畑を利用する教材だと畑がないので困る｡

･勉強不足で植物栽培の適期をのがしてしまう｡

･麦づくり･大豆づくり･キャベツづくり等をしてきたが,畑のうねづくりなどの

労力的負担が大きい｡

･住宅地の中の学校として場所が少なく,畑もないので植物を育てる場所に苦労する｡

･土作りや場所の確保｡

･子どもの興味が長い栽培期間の間持続していかない｡草むしり,水やりなどの管理

が教職員の片手間では十分に行えない｡

･年間計画を立て準備が必要なので,こちらがレールを敷いてしまうことになる｡

･教師が経験不足で上手く育たないことが多い｡

･一人一人の思いのものを育てさせることはできない｡

⑫ 動物の飼育

･都会の学校では無理｡

･長期休暇中の世話｡ (多数回答)

･生き物を飼うということは,その授業が終わったら終わりということではない｡

･学校全体の動物 (魚も含む)飼育は,委員会活動で行っているが,学級単位では予

算は全くつかず,担任の判断で飼育している｡

･小動物の世話が大変で子ども達にやらせきれず,教室内では飼育できなかった｡飼

育する必要があるか疑問｡

･児童がなかなか世話をしきれない (委員会に依頼)0

･年間計画を立て準備が必要なので,こちらがレールを敷いてしまうことになる｡

･動物を放し飼いできる場所があり,常に触れられるような状態にしたいのだが-･

･数が少なく,全員がぶれあう機会が少ない｡

･噂息等,子どもの健康面で心配がある｡
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･身近に接することができない｡小屋があっても入れない｡

･生あるものは試行錯誤ではいけないのでは｡死んだ時の処置｡

⑳ 教材研究 ･授業準備の時間不足

･校務が多すぎる上に,生活科の授業準備にはとても下調べが必要であるのに,でき

ないままに子どもと一緒に手探りで組み立てていき授業時間不足になることが多い｡

･行事 ･出張が多く,学校にいる問での教材研究の時間はほとんどない｡

･準備に時間がかかる教材は敬遠されがち｡

･下見,人材交渉,場の設定等,事前の準備が大変である｡

･学校外に出かける活動が多く,危険箇所の確認や親への協力依頼など,準備の時間

がかかる｡また,作品例も多様に準備しなければいけない｡

･単元導入時の準備が大変｡

･校内研の研究教科に力を入れていると,授業の準備の時間がほとんどとれないのが

現状で,生活科が犠牲になりがち｡

･実際に地域を歩いたりする時間はない｡

[2】 ｢生活科｣の授業の評価の方法-指導要録の3つの観点の評価を取り上げる一

指導要録の3つの観点で授業を評価する際,どの様な指標を重視しているかを調べ

た｡評定段階は4段階とし,非常に重視している場合は ｢4｣,やや重視している場

合は ｢3｣,あまり重視していない場合は ｢2｣,まったく重視していない場合は

｢1｣とした｡各指標の平均評定値を表9に示す｡

表9から, ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価では, `̀教師の観察''が最も重視され,-吹

いで "子どもの発言''が続く｡ ｢気付き｣の評価では. "子どもの発言"が最も重視

され,次いで "作文"と "教師の観察''がほぼ同程度に重視されていた｡ ｢思考 ･表

現｣の評価では, "子どもの発言''が最も重視され,僅差で `̀教師の観察''"作文''

`̀絵 ･造型作品''と続く｡どの観点も `̀市販のペーパーテスト''はほとんど重視され

ておらず,用いていない学校も散見した｡ "市販のペーパーテスト"よりも若干評定

値は高いが, "教師作成のペーパーテスト''もあまり重視されていないことが兄いだ

せる｡
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表9 指導要録の3つの観点を評価するための指標の重視度 (平均評定値)

生活への関心 身近な環境や自分 活動や体験につい

･意欲 ･態度 についての気付き ての思考 ･表現

(D子どもの発言

② 絵 ･造型作品

③ 作 文

④ 子どもの自己評価

⑤ 教師の観察

⑥ 市販のペーパーテスト*

⑦ 教師作成のペーパーテスト

3.43

3.10
3.15

2.80

3.54

1.21

1.59

3.60
3.13

3.37

2.94

3.35

1.28

1.58

3.53

3.41

3.45

2.89

3.47

1.28

1.56

* "市販のペーパーテストは未使用"との回答は,⑥をN.A.として処理した(約10名程度)

"自己評価"は,①～⑤の内では評定値が少し低いが,やや重視されていることも

注目に値する｡ ｢生活科｣は ｢算数｣や ｢国語｣と比べると,ペーパーテストの活用

度が低く,多様な評価方法を用いて評価を試みていることが兄いだされる｡

上記の7つの指標以外に用いている評価方法も自由記述してもらったところ, ｢関

心 ･意欲 ･態度｣の評価では, `̀児童の相互評価'' `̀認め合い'' "教師作成ワークブ

ック'' "他教師の評価" "事前アンケート" `̀準備 ･片付けの様子" "写真の表情"

"言葉かげ' "子どもの活動''などが, ｢気付き｣の評価では, "周りの人 (父母 ･

教師)からの情報"などが, ｢思考 ･表現｣の評価では, "相互評価" "作品の工夫"

などが挙げられていた｡

-29-



[3] ｢生活科｣の授業におけるティーム ･ティーチングの導入についての調査

｢生活科｣の授業にティーム ･ティーチング (TeamrTeaching:以下T.T.と略す)

を導入しているかどうかを尋ね,導入している場合は,その時間数ならびに指導形態

を尋ねたこ

有効回答数は96で,その内T.T.を導入しているとの回答は20名であった｡回答総

数に占める導入していると回答した人数の割合を求めると,20.8%であった｡本調査

に対して,同一校で複数名回答している場合がかなりあるので,この数値は導入率に

はならない｡しかし, ｢生活科｣の授業にT.T.を導入している割合は2割程度と低

く,まだ積極的には導入されてはいないと読み取ることができよう｡

T.T.を導入していると回答した者に対 して,T.T.の授業時間数について尋ねた

ところ(記載者数14),最も時間数が多かった回答は ｢全時数の2/3｣(1名)であり,

｢10時間｣という回答が最も多く,7名であった｡他の回答では, ｢15時間｣の2名

を除いて, ｢20時間｣ ｢6時間｣ ｢3時間｣ ｢数時間｣が各 1畠であった｡

T.T.の形態についての回答は極めて多様で,複数回答が見られたのは ｢同学年2

学級合同(2C2T)｣タイプが4名, ｢同学年3学級合同(3C3T)｣タイプが3名,

｢同学年2学級合同(2C2T)･異学年2学級合同(2C2T)併用 [配当時間数は前

者の方が多い]｣タイプが3名, ｢同学年 2学級合同(2C2T)･同学年 2学級合同

教師加配(2C3T)併用｣タイプが2名であった｡何らかの形で教師加配タイプのT.

T.を行っているとの回答は5名であり,教師加配タイプのT.T.は定着していない

ことが兄いだせる｡ ｢生活科｣以外の教科でも積極的にT.T.を導入しない限り,T.

T.のための教師の定員増(それも1名のみ)はないこととも関係しているのであろう｡

そこで, ｢生活科｣の授業にT.T.を導入することの長所と短所 (問題点)を自由

記述 してもらった｡回答者数は22名である｡

(A)長 所

･担任以外の教師の評価が参考になる｡

･多人数の教師の目で評価していくことができる｡ (多数回答)

･違う視点で児童を見られる｡ (多数回答)

･グループ分けが多様になる｡

･準備が早くなる｡

･活動の幅が広がり,ダイナミックな活動を設定できる｡

･役割分担をきちんとすることによって,大きな企画ができる (昔あそびの発表会,

お祭りなど)｡

･大根を栽培し豚汁パーティをしたが,学担2人に栄養職員を加えて行った｡包丁を

使う時,安全面で助かり1人のケガもなかった｡
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･個に応じた取り組みが多いため,児童の活動を見取るためには必要｡

･一人一人の動きや発言に対応できる｡

･安全面の把握ができてよい｡

･他のクラスからもいろいろな面で刺激を受けて,活性化がはかれる｡

･活動場所が2箇所以上になったり,校外学習になったりした時,二人以上教師がい

ると子どもを掌握しやすい｡

･子どもの多様な思いや願いに対応できる｡

･野外観察の時,安全面でよい｡ (複数回答)

･担任では気付かない児童の長所 ･様子etc.が分かる｡

･教師がそれぞれ仕事を分担して子どもを指導できる｡

･得意な面 (鞍師の)の支援ができる｡グループが多くできて子どもの意欲も強く,

協調性もでる｡

(B)短 所 (問題点)

･教師のチームワークが大切｡

･子どもの実態を知らずに観るために,なぜこの様な行動をしているのかという個の

活動のつながりが見づらい｡

･いろいろなクラスの子どもを同時にみるので,その子の特性にあった助言をするの

が難しい｡

･活動場所が限られる｡

･他教師との時間がうまく合わない｡

･統一した評価観を持つのが難しい｡

･低学年児童の特性から,二人以上の教師がいて混乱するおそれがある｡

･生活科の時間は時間割通りに出来ず,T.T.の協力が難しい｡

･必要に応じてのT.T.方式のため児童の顔と名前が一致しない｡

･T.T.を常に組めるとよいが,加配があるわけではないのでなかなか難しい｡

･事前の打ち合わせ等の時間がとりにくい｡

･教師間の意見 ･考え ･思いを合わせることが相当難しい｡

･人員不足｡ (多数回答)

･無理に時間を合わせることの不自然さ (十分準備できていない段階で実施等)0

･自分が担当する (接する)子しか学習の様子が分からないので,評価の時困ること

がある｡

･T.T.は必要ない｡加配分は他教科にまわした方が子どものためになると思う｡
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[4] ｢生活科｣の校内研修体制について

｢生活科｣の研究部会 (研修部会)はどのような形態をとっているのかを尋ねた｡

有効回答数は96であった｡その結果を表10に示す｡

表10 ｢生活科｣の校内研修体制

研 修 形 態

① 低学年教師だけで研究部会を構成

② 理科部会と合同で構成

③ 社会科部会と合同で構成

④ 理科および社会科部会と合同で構成

⑤ そ の 他

⑥ ｢生活科｣の研究部会はない

⑦ N. A.

5

1

1

3

4

5

2

3

3

6

｢⑤その他｣の回答の内訳は, ｢学年毎に設けている｣が4, ｢生活科部会を設け

ている｣が2, ｢全教職員で構成｣が2, ｢校内研究のテーマとして全校で取 り組ん

でいる｣が2, ｢低学年担当教師+3年担当教師で構成｣が 1,｢低学年担当教師+

担任外教師｣が 1, ｢低学年担当教師+生活科を研究 している教師｣が 1であった｡

同一校で複数名の回答者がいるので,回答数が回答校数と同一とはみなされない｡

結果を解釈する際には,この点を留意する必要がある｡ ｢生活科｣の校内研修体制は,

かなりの学校で,低学年担当教師だけで行われていることが表10から窺える｡全ての

学年担当の教師で, ｢生活科｣の研究を推進 している学校は極めて少数であることが

分かる｡ ｢生活科｣の授業を改善していくためにも,低学年担当教師だけではなく,

理科や社会科の研究部会のメンバーを核として,全校体制で取 り組む必要性があろう｡
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〔研 究 J5 コ 3 J年 生 担 当 教 官市 カゝら み た ｢生

活 科 ｣ ｢理 科 ｣ ｢社 会 科 ｣ の手旨 導 の あ

り 方 と:問 是重点

1.日 的

｢生活科｣を学んでき＼た児童は,3年生になって初めて ｢理科｣と ｢社会科｣を学

習するようになった｡3年生担当教師を被験者とし,低学年に ｢生活科｣が導入され

るようになって,3年生の ｢理科｣と ｢社会科｣の指導にどの様な問題が生じ,困っ

ているのか,併せて低学年の ｢生活科｣でどんなことを習得してもらいたいか調べる

ことを目的とする｡さらに,総合学習 ･合科学習の実施の状況やポスト ｢生活科｣と

しての新教科の中 ･高学年への導入についての賛否や意見も調べることも目的とする｡

2.方 法

(1)被験者

〔研究3〕の被験者の内,3年生担当教師を対象とした｡

(2)手続き

前述の質問紙調査を用いた｡調査時期 ･調査方法などは前述の記載参照のこと｡

3.結 果 と 考 察

[1] 3年生の ｢理科｣ ｢社会科｣の指導についての問題点

3年生担当教師を対象に,3年生の ｢理科｣ ｢社会科｣の指導についての問題点に

ついて,各々5つの観点を取り上げ,評定法を用いて調べた｡評定段階は4段階とし,

非常に強く感じる場合は ｢4｣,少 し感じる場合は ｢3｣,あまり感じない場合は

｢2｣,全く感じない場合は ｢1｣とした｡平均評定値を表11に示す｡

｢(診教える内容が難しすぎること｣の平均評定値が, ｢理科｣ ｢社会科｣共に2.50

前後であるのに対して,他の4つの観点の平均評定値は3.00前後であり,3年生担当

教師は当該の観点に関して,問題点を ｢少し感じている｣ことが兄いだされる｡ ｢理

科｣では,自然認識の基礎が身についていないことや系統性の欠如が相対的に強く認

識されており, ｢社会科｣では観察や資料の読み取り能力が十分に身についていない

ことが強く指摘され,次いで,社会認識の基礎が身についていないことが続いている｡

｢生活科｣は ｢理科｣と ｢社会科｣の単なる合科ではないものの,自然認識や社会

認識の習得を欠如した授業であれば,3年生での ｢理科｣や ｢社会科｣の学習に支障

をきたすと言えよう｡
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表11 3年生の ｢理科｣ ｢社会科｣の指導における問題点

観 点 平均評定値 有効回答敬

A. ｢理 科｣

(D教える内容が多すぎること

② 教える内容が難しすぎること

③ 自然認識の基礎が身に

ついていないこと

④ 観察 ･実験する力が十分に

身についていないこと

⑤ 系統性に欠けていること

B. ｢社会科｣

① 教える内容が多すぎること

② 教える内容が難しすぎること

③ 社会認識の基礎が身に

ついていないこと

④ 観察 ･資料を読み取る力が十分に

身についていないこと

⑤ 系統性に欠けていること

2.82

2.47

2.95

2.89

2.94

2.91

2.66

2.91

3.11｢

2.84

N-55

N-55

N-55

N-53

N-55

N-56

N=56

N=56

N-56

N-56

[2] ｢生活科｣の学習で習得して欲 しい事柄について

3年生担当教師は,低学年の ｢生活科｣の学習に何を期待しているのであろうか｡

｢生活科｣で習得して欲 しい事柄について,自由記述で回答を求めた｡回答者数は26

名である｡その結果を列挙してみよう｡

･進んで行動できる力

･事象に対して疑問を持とうとする態度

･観察力 ･表現力 (多数回答) ＼

･問題解決力

･見通しを持った行動力

･経験を重視させたい
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･いろいろな経験をする中で発見する力

･気付いたことに感動する心など情緒面の伸び

･生活する力

･科学的なものの見方 ･考え方 (2件)

･自然をありのままに見つめる目

･科学の楽しさ ･面白さを味わう

･特別活動 ･理科 ･社会で3年生の学習につなげることのできる基本的な知識力

･友達や仲間を充分に意志を通じあえるようにする

･一人一人の存在感をしっかりもたせてやれるようにする

･友達の良いところを見て取れること

･自分で考える力,特に系統的に物事を観察し,実験する力

･相手の立場に立って考える力

･身の回りの様々な事への ｢なぜかな｣ ｢どうすればいいのかな｣といった興味 ･関

心を高め,行動しながら解決していこう作り出そうという姿勢 ･気持ち ･実行力

･協力しながら何かをやりとげたという喜び ･充実感

･友達と一緒に学習する楽しさ

･自分の考え方以外の意見を取り入れる柔軟さ

･学習に主体的に係わる姿勢

･身近なところからの発見が学びのもとであること

･自分の気持ちや意見を人に伝えられるようにする

･学校生活の上で自分ことは自分でできるようにする (自立)

･自然と親しむ

･何を体験させ,活動を通して学ばせていくかが大事｡社会や理科を学習する上での

土台となるもの｡

･自然認識の基礎 (4件)

･社会認識の基礎 (3件)

･問題追求の基礎

･観察 ･実験等の基礎

･体の感覚がいろいろな意味で呼び起こされるような体験

･身近にある問題を捉えて,社会科的内容 (学校生活 ･わが家の暮らし･生産労働等

を異体的事象で考えていく),理科的内容 (植物 ･動物を育てながら観察すること

により事物を客観的につかませたい),手仕事 (手指 ･体を使ってもの作り),表

現できることの習得

･自然にたくさん接したり,作物を育てて人間の生活との関係を身につけさせる

･体験を通して今の家庭,地域でやりきれないものを取り上げる
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･人として生きる力 (生命を保つこと,人生を楽しむことetc.)

･体験学習

･系統的な学問の基礎 (今までの理科 ･社会の内容でよい)

･豊かな発想

･行動力 ･実行力

･決断力

･学ぶ意欲

･自分のめあてを持って取り組む態度

･配慮を要する子も含めた共生

･活動させっぱなしで終わることなく,そのことから自分で発見し,発見したことか

ら有用感や効力感が得られるようにすべき｡そのことが自立の基礎となる｡

･,一一人で生きる力

上述の様に,従来の ｢理科｣ ｢社会科｣に関係する自然認識 ･社会認識の基礎の習

得を求める考えもあれば,活動や体験と係わった ｢生活科｣固有の特性 (例えば,自

立)を求める考えもあり,回答は多岐にわたっていることが兄いだされる｡

[3] ｢総合学習｣ ｢合科学習｣の実施状況について

｢総合学習｣または ｢合科学習｣の実施の有無並びに学年毎の週あたりの時間数を

尋ねた｡ ｢総合学習｣または ｢合科学習｣を実施していると回答は3名 (3校)のみ

で,一般的に公立小学校では ｢総合学習｣または ｢合科学習｣は取り組まれていない

ことが分かった｡

では,3校の内容について紹介しよう｡A校では各学年で ｢総合学習｣/と ｢合科学

習｣が取り組まれてはいるが,時間数は不定で,年間を通してできるところで,それ

ぞれの学年が工夫して採り入れている｡B校では4年生で ｢総合学習｣が取り組まれ

ており,名称は 『地域活動を通して感性をみがき ｢発見する目｣を持つ子一引地川を

中心にすえて-』であった｡年間で約20時間で1学期から3学期までにわたっている

(学習の中心は2学期後半)0 C校では 『いちょうこども祭り』という名称で取り組

まれているが,その年の活動によって時間数は流動的との回答であった｡

｢総合学習｣や ｢合科学習｣は,これからの豊かな学力を目指す授業としては,重

要な位置を占めるであろう｡本調査の結果では, ｢総合学習｣や ｢合科学習｣を導入

している学校は極めて少数であったが,クロスカリキュラムの視点を積極的に活用し

ていくことが望まれる｡例えば,環境教育 ･国際理解教育 ･人権教育 ･性教育 ･消費
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者教育といったものを挙げることができよう｡

[4] ポス ト｢生活科｣としての新教科の中 ･高学年への導入の賛否について

文部省の教育研究開発学校 (学校教育法施行規則第26条の2の規定に基づく)で現

在研究 ･実践が進められている新教科としては, 『記号科』 『人間科』 『表現科』

『生活体験科』 『環境科』 『国際科』 『地球科』などの名称がある｡これらの新教科

の中には, ｢生活科｣的なものを中 ･高学年にも導入しようとのねらいで研究されて

いる学校もある｡そこで本調査では, ｢生活科｣的なもの (教科)を中学年以降にも

設ける構想についての意見を尋ねた｡賛否や意見などを列挙してみよう (一部割愛｡

耳体は常体に統一し,できるだけ原文のまま紹介する)｡

(A)｢導入に賛成もしくは必要｣の立場の意見 ･理由 [回答数9]

･小学校では全ての教科学習において生活科的発想が基にあり,次第に系統学習に発

展するように思う｡多くの子が勉強体験の楽しさを実感してから,理科 ･社会科へ

とつながって欲しい｡

･総合学習的に進める必要があると思うので,3年以降も設けるという構想に賛成｡

･中 ･高学年にこそ必要な科目ではないかと思う｡しかし,学力の低下をまねかない

よう基礎 ･基本の定着が図られた上で行わなければならないと思う｡

･賛成だが,現在の指導要領,高校 ･大学入試の現状を見ると,先生 ･子どもたち ･

親全てに戸惑いが起こると思う｡基礎知識としてどこまでのものを考えるのか,個

人差が出た時,どこまで教師が対応していくか,よく話し合う必要がある｡

･児童に与えられた時間の中から児童達の自由に発想されるもの思考されたものをし

っかりと認めてやれることが大切である｡個々それぞれの能力差がある中で自己実

現されていくことは,これから考えられてよいことだと思う｡

･生活経験の乏しい今日,良いことだと思う｡また子どもたちは具体的なもので考え

られても抽象的な事柄になると急に苦手になるようなので,いろいろな経験の中で

こういう力も伸びるのではないかと思う｡ただ規荏の一ように時間数不足の折,どの

様に時間を確保していくのか,何を削除していってこの時間を確保していくのかが

知 りたいところだ｡

･現在の理科 ･社会科では知識として身につけさせるべきものがたくさんある｡中学

校での学習を考えた場合(受験を想定して),小学校低学年,中学年,高学年,ひい

ては中学校,高校までの学習の系統性を考えるべきではなかろうか｡その様な点に

も配慮されるならば賛成だ｡

-37-



･現在の社会 ･理科においても生活科的な考え方で学習内容を進められるものがある

ため,できるだけ時間を計画的 ･有効的に使用し,内容を充実させるようにはして

いるが,はらきり ｢生活科｣的なものという位置づけがあれば,そのねらいに沿っ

た指導が行われると思うのでよい｡

･現在の各教科の内容に取り入れる方向で考えてみてはどうかと思う｡

(B) ｢導入に反対もしくは不要｣の立場の意見 ･理由 [回答数17]

･学力形成の系統性のない生活科を中学年以降にも設けるということは,全ての児童

に学力保障を願う立場からは賛成できない｡

･今の教科の枠内でも十分やっていけるので,これ以上生活科的にはなってほしくな

_い｡

･｢生活科的なもの｣は今まである教科の中で取り組んでいけると思う｡

･｢発展学習｣の名の下に経験させればよいということで,教科書などにも入ってき

ているが,理科 ･社会の系統性をくずすものなのでおかしいと思う｡

･生活科は時間がかかるので中学年以降にも設けることは反対｡知識として身につけ

ることがたくさんある｡五日制で時間が少なくなっている現状では無理｡

･現在の ｢生活科｣の内容を引きずるのであれば反対｡生活科学として生活の中から

課題を見つけ考えさせていくような ｢科学｣ ｢社会学｣の要素を盛り込んでいくな

ら,小学校の授業を時間的に減らすという意味では考えていくべき｡

･学校五日制で時間が足りないので,今のような教科では難しいと思う｡そこで,敬

科の枠をある程度はずすことは賛成であるが,生活科的なものになるのは反対｡

･活動させるだけで社会認識や自然認識が育つはずはない｡認識の中身を吟味してい

くことが大事｡

･学習内容,学習環境の十分な整備が必要｡それは文部省の責任だと思う｡今の仕組

みで教科内容をいじくっても実りは期待できない｡

･今の理科 ･社会科とのからみのことが気になる｡生活科的なことは学校のミニ行事

や集会活動,たてわり活動の中で行っているので,生活科としては1･2年生だけ

でいいのではないか｡

･他教科との関連はどうなっていくのか｡疑問だ｡

･とんでもないことだと思う｡家庭でしつけるべきことが学校教育に持ち込まれてい

るのではないか｡最近強く感じる｡以前の理科 ･社会という名目でも生活科的な学

習の取扱いをしていたので,理科 ･社会に戻してもらいたい位である｡

･社会科的知識 ･理科的知識に欠けるのではないか｡知識偏重ではないが,高学年や

中学校にどのように結びついていくのか｡
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･様々な体験の中で一部の子だけが気づくというのでなく,全員にどんな力をつけて

いくのかという点が学校教育の中では大切だと思う｡生活科はその点が唆味である｡

それを中学年まで広げていくことには反対｡児童に系統的な知識が身につかないと

と思う｡

･生活科の学習内容は家庭生活で体験すべきものと考える｡特に週五日制に向けた流

れの中で,生活科を三年生以上でも続けるのはおかしいと思う｡そういった場合,

授業時間数と他教科の学力はどうなってしまうのか｡疑問だ｡

(C)その他の意見 [回答数11]

･生活科で支援といっても,基本は教えないと子どもたちにはできないので,中学年

以降でやるといっても大変になると思う｡

丁研究としては面白い視点であると思う｡

･五日制が進む中でどこをけずるのか｡社会 ･理科の内容を減らすならばよいが,現

状以上に時数を増やすことは無理ではないか｡

･1･2年と同様, (中学年で一引用者註)理科 ･社会をなくし,充分の時間を与え

て自分の興味 ･関心を満たしてあげたい｡ただ,5年で今まで押さえるべき事とい

うものを置くのであるならば,構想に対しては反対｡

･生活科そのもののが惑いとは思わないが,担当した先生の力量にかかることが多い｡

受験勉強をス一つとくぐりぬけてきたような人が担当するとやせ細った生活科にな

ってしまう気がする｡

･結局,中学生の進路 ･受験の問題が変革されない限り,よけいに塾などへの移行が

増長されると思う｡生活科そのものは良いと思うのだが｡

･新しい教育課程が今までの問題点をどの様に解決するために考え出されたものかを

しっかり伝える必要があると思う｡ "授業時数を減らすために教科を統合した"と

思われてしまうと,本来の目的を達成することができなくなってしまう｡現場の先

生方の賛同が得られて初めて新しい教育課程が子どもの力となると思う｡

･3年位までは理科+生活科のような教科があってもよいと思う｡4年ではどうだろ

うか--｡

上述の意見から, ｢生活科｣的な新教科の導入に ｢反対もしくは不要｣の回答数は,

｢賛成もしくは必要｣の回答数の約2倍を占めていた｡しかしながら,一定の条件を

基に賛成という意見もあり,賛否についての考え方は多様である｡それは,現在実施

されている低学年の ｢生活科｣の学習内容に大きく依存している｡賛成 ･必要派は主

として体験重視の必要性から,反対 ･不要派は自然認識 ･社会認識の欠如 ･希薄化の
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おそれと結び付けて論じられているように思われる｡また,ポス ト ｢生活科｣として

の新教科のイメージが湧いてこず,賛否の見解を保留せざるを得ない回答も散見した｡

文部省の指定を受けた教育研究開発学校の実践も,まだ緒についたばかりである｡今

後,どの様な実践が産み出されるのか注視しながら,検討を続けていくことが必要で

あろう｡
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亡研 究 6 コ ｢生 活 科 ｣ の 手旨 導 計 画 の 紹 介

1.日 的

筆者が学校公開に参加したり,定期的に授業を参観してきた小学校の ｢生活科｣の

年間指導計画を紹介し,内容を検討する｡

2.方 法

各学校の ｢生活科｣の年間指導計画や研究紀要,書物などを入手し,それをもとに

分析する｡

3.各学校の ｢生活科｣の年間指導計画

(A)岩手県九戸村立伊保内小学校

伊保内小学校は,岩手県北部に位置する九戸村の中心部の学校である｡伊保内小学

校は,東北本線二戸から約20km,バスで45分程度のところにあり,村内6校の小学校

の内,最も規模が大きい｡1995年5月現在の児童数は197名,学級数は7,教職員数

は16である｡伊保内地区には,村役場 ･病院 ･商店街などがあり,村のコアとなって

いる｡他の学区では,農業従事者が多いのに対して,伊保内地区は,公務員 ･商業従

事者など多岐にわたっている｡

1993年度の ｢生活科暦｣, ｢生活科マップ｣をまず紹介しよう｡農村地域であるの

で自然には恵まれており,伝統行事も多く,冬には体育の授業でスキーが行われてい

る｡ ｢生活科マップ｣を見れば分かるように,学校の近くには,村役場 ･郵便局など

の公共施設や商店街がある一方,瀬月内川が流れており,カモが飛来したりする｡

｢地域探検｣にとっても ｢自然観察｣にとっても,かなり恵まれている条件にあると

思われる｡九戸村は鉄道が通っていないため,2年の ｢乗り物に乗ってみたいな｣の

単元では,バスを取り上げている (伊保内に岩手県北バスの営業所があり,村内各地

や隣接市町へバスが出ている)0

年間授業計画 (1992年度)は,ほぼ学習指導要領に添っており,その中で伊保内小

学校らしい地域性を出すように工夫されている｡1･2年担任と中 ･高学年担任から

各1名 ･校長 ･教頭 ･教務主任からなる ｢生活科研究推進委員会｣を設けて,全校体

制で研究に取り組んでいることは特筆されよう｡全教職員が足を使い,調査したもの

を ｢生活科マップ｣に具体的に記すように努め, ｢生活科ビデオ｣も作成している｡

｢生活科暦｣ ｢生活科マップ｣ ｢生活科ビデオ｣の充実は,新任教師にとっても役立

っている-｡また,積極的に地域の人材を生かせるように,人材リストも作成している｡

これを用いて,1年 ｢冬のたのしみ｣ (老人クラブとの交流)や2年 ｢野菜を育てよ

う｣ (農家との交流)では,地域の方との結びつきを深めている｡

-41-



平
成
5
年
産

生
子
吉

手
斗

こ
こ

よ
み

学
期

4
3

6
7

2
字

8
9

1
0

3
学

期
11

1
2

1
2

3

4
.
は
く

･
わ
た
し
の

5
.
ふ
ゆ
の
た
の

し
み

‡≡直
｣=⊂千

●
●

●2
.
し
せ
,L
と
な
か
よ
し
に
な
ろ
う
Ⅰ

●
●
ム

ー..
一
一
〇

3
.
あ
き
と
あ
そ

ほ
う

1.
ぼ

く
の

交
わ
た
し
の
学
校

2
.
Li
せ
ん

と
な
か
よ
し

こ
な
ろ
う

一一

●
1
.

●
●
...-

.一
発
Tc
'

2
.
自
然

な
か
よ
し

●
}

5
l

l

辛
●
3
.
野
菜
を
育
て
よ
う

4
.
乗

り
物
.C
乗

っ
て
41
た
い
な

I
行
篭I

辛
辛校

3
入
学
式
ー

(ビ
デ
オ

7
避
耗
訓
練

6
速
折
合

7
七
夕
集
会

21
2
学
期
始
業

1
水
泳
記
録
会

1
2
串

斤
爪
荘

W
.,F'
J

･153
㌘
轟

〟
10

春
の
速
足

15
マ
ラ
ソ
ン
大

24
1
字
苅
終
業

昌
筋

張

17
与
琵

デ
∠ゝ

22
ヲ
-
ル
聞

き
25

墓
.,S

26
鮎

拙
25

三
ラ
ソ
ン
大

王=

.地域
*
市
日(
7
の
日
)

…
牽
鞄

koT!
B"

晶
え

21
父
の
日

7
七
夕
蘇
り

15
敬
老
の
日

23
巌

の
戸

芸
腰

鮎
29
-3
1提

琴
歎

也域の百.%○印汰寓にらある動植l物
蛋7>7く園拷

<花
嫌作
り>

!
マリ
-ゴ
ール

ド
:,

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

.;
競

ぎ
丁
苗
違
え
空
ン
等

ミ
ニ

ト
マ

ト
キ
ュ
ウ
リ

カ
ボ
チ

ャ
樗

モ
喜
雪

シ
ナ
至イ

芸
ツ
霧

羊
等
ヒマ
ワリ

アサ
ガオ

･､
.<

収
穫

①
>

コス
モス

い
<

収
穫

②
>

･､
､､
､､
<
宇野

放
り
>

植 響
･
タ
ン
ポ
ポ

･
サ
ク
ラ
(ソ
メイ
コLJ

･
ア
ジ
サ
イ

ニ
セ
ア
カ
シ
ア

オ
ミ
ナ
エ
シ

ケ
イ

ト
ウ

ス
ス
キ

･
コ
ブ
シ

ノ
.千
三
プ
タラ
)

･
ハ
マ
ナ
ス

ホ
ウ
セ
ン
カ

キ
キ

ョ
ウ
_

ハ
ギ

■
立
ケ

･
レ
ン
ギ

ZZ
ウ

･
シ
ロ
イ
メ

ク
サ

;
｡
ボ
タ
ン

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス

ユ
ウ
ガ
オ

.
.

オ
ミ
ナ
エ
シ

ア
ケ
ビ

フ
キ
ノ

ト
ウ

1
コ
テ
マ

リ
ア
ヤ
メ

ク
リ

ツ
ク
シ

･
フ
ジ

オ
オ
バ
コ

ド
ン
グ

リ

ス
ミ
レ

フ
ク
ジ
エ
ソ
ウ

カ
タ
ク
リ

･
モ
ク
レ
ン

.
ナ
ズ
ナ

ウ
F

ワ
ラ
ビ

ス
ズ
ラ
ン

･
ブ

ド
ウ

リ
ン
ゴ

ナ
シ

キ
ノ
コ

ト
ト

揺i
･
ア
リ

.
｡
モ
ン
シ
ロ
チ
.き

･
カ
タ
ツ
ム
リ
,

カ
エ
ル

,
一
オ
ケ

オ
ニ
ヤ
ン
マ

･
コ
オ
ロ
ギ
.

｡
バ

ッ
タ

カ
マ
キ

リ
ミ
ツ
パ
テ

す
ず
め

う
ぐ
い
す

ウ
ー

･
ミ
ミ
ズ
.
｡
ダ

･
つ
ば
め

も
す

ゴ
ム
シ
.
｡
7

リ
イ
ナ
ゴ
.
ア
カ

ト
ン
ボ

.
ス
.ズ
ム
シ

オ
タ
マ
ン
ヤ
ク

カ
ブ

ト
ム
シ

ホ
字
ル

ン
ク
ワ
ガ
タ

セ
.i

●
●
●

転
義
節

ピ
'J
コ

6
.
も
う
す

ぐ
2
年
生

●
一
一
･一
････
･･･
.･.
･一･
一･.
･.･
･･-
~･
...-
.･-
-
I.

7
.
わ
た
し
の
絵
本
を
作
ろ
う

25
謹
掛

26
冬
休
み

*
ス
キ
ー
朋

き
25

ク
リ
ス
マ

ス

31
大
晦
日

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

フ
キ
ノ

ト
ウ

l…
'鳶

讃
･.
誓
管
き
,
か
ら
し
か

･･
-
･､
･･
･･
･･
-
､･



G

L

.
k

S
小
へJu
目

穴

&

F
･

レ二
..t
D
k

n

8

(g

(冒

～
+
.羊

LY

(
垂
o
y
)

i

雪

品

等

0

1

や
爪
S
e
ロ
軒

.i)

わい.Tb蚕
･
i
小
5
6
東

｡

ぜ

ー
軒
Y
八
rV
tぬ

r適
鯉
J

臨
q
[〆
戚
貿
定
.

,.i,.i
･鼠

.:tf'fh.i･u
iI,
I::
:.::.1

.1.,.
:

.;I:::.,:.I
:

i小袖6
着
.
サ

小吋6東
C

腐
Yr慮
､卿
･

囲
Yr裳
噂

管
等養
.

iG
叫W
庭
･

J
什肯
嘘､
く
JL) 亡.凸 亡-

r望

芦
7
･片
品
渡
瀬
岸
壁
.寸

吋小言
養

｡

i

小.芸
東

｡

J
什
宵

蔚
澄

.e

(･q=s
d
Bfl
.(

g
E(酷
い
.山

崎

蜜
串
｡

b
良

か

官畔

を

哲

也
虚
.

K
シ
3

品わ

聖

鯛
磐

雲

｡

(替
肇

｢
6ハ少
怨

讐
畢

空
音

｡

I

V
Ta
車
掌

｡
nIi
g
の｡

-
6
T･ぶ

瞥
裳

｡
置

.

I
J

鐙
〇

号

-
ih

iエ
ー普

i

ハ
叫
G

を

1

漆 鵬へ小垂

LrJJ'講

..
一

t;

(!,n."
i

n
]
｣
.
∩

-
々

よ
r

語 ～早春 轟

-ilt 霞

享｣ 塵 東 撃

p,I- ..塵 せ 聖醇
iJ._I.､Il lT- ･㊨

Li

･下

･.(I
.q

志

望
-=F

n
rtL
定
植
～剥

逆
襲
情
軸
離
断

禦
遁

三 ':I:i: _:I-t言 :-:T=Iif-:一二t:-≡-;:I -

-43-

(褒
話
的
(/:呈



千(奉_-
謎伊～)＼]

/I(.
:t'
1...
,:.

匪
f撃

7
?7
.

蔓

妄
動

､､､､､ヽ
‥1111
1､､-､
‥1､1､
‥111､
‥､ヽ

】頼
琵
冨-
L言
三
二
(品
～JOq)

.-.十
9,I?i･
:'･,･TJ
L､(
.工
首
,rA
.

噛.
チ
〃小
YYU

-
7q

l
l

〓

I一
(
半

田
)

二

二

二

i

田
q

H
付

伺

34

0

地

声

八

才B

L
T

r
T

う
｣
<

a

2
頼
淋
芸
註
J
ま

等
e(g
･
1
0
B
)

.踊翠J.;.:~断酒

加ヾ朋.貰号許可J宅7才昌一■ロー巧 鍔摘.;l付..-.節_q 蔓草醸いき

N~TDPーTJPrJPwtJUJ uwくり●-べpqjq○○pC〇 品等gZ三o'LnvJ.拐ヨ董Sef

ミ痔ul=コ■ナ:

iミ書喜一…巨が,.0- t

ミ上宝ミく-く ､_′ミ～.∫
ミ=1na

引軒.くJヾ.tl --_ミ骨紺里-'.-5

亘

_l＼ <-河≡

■.軸.



平
成

4
年

度
第

1
学

年
生

括
科

年
間

指
導

音
f一
画

九
戸
村

立
伊

保
内

小
学

校

月
単

元
名

ね
ら
い

小
単

元
名

.
主

な
活
動

活
動

の
場

4
I

(9
)5(10
)

仁ま
○

学
校

の
施

設
及

①
と
も
だ

ち
い
っ
ぱ

い
(4
)

.
･
教
室

･-
校

舎
内

･
校

庭

ぴ
先
生

な
ど
､

･
友

達
の
名
前

を
覚

え
る
○

くの
1

学
学
校

生
晴

を
支

え
て

い
る
人

々
や
友

達
の

こ
と
.

･
仲

よ
く
遊

ぶ
｡

②
が

つ
こ
う

を
た

ん
け

ん
し
よ

う
(7
)

校わたし
が
わ
か

り
､
楽

･
学
校
探

険
の
計
画

を
立

て
る
｡

し
く
遊

び
や
生

-
.
探

険
を
す

る
.

活
が

で
き

る
.

･
学

校
を
作

る
.

③
は

る
を
さ
が

そ
う

(4
)

の
･
学

級
園

に
種

を
ま

く
.

･
学

級
園

･
通

学
路

学校(
1
9
)

I
･
鉢

準
え
の
植
物
■の

種
を

ま
く
.

④
い
え
か

ら
学
校

ま
で

の
み
ち

(4
)

･
通

学
路

に
つ

い
て
話

し
合

う
〇

･
通

学
路

を
歩

く
〇

･
通

学
路

で
見

つ
け
た

こ
と
を

ま
と
め
る○

･
教

室

613
し

○
動
植
物

を
飼

育
①

い
き

も
の

と
お

と
も

だ
ち

(9
)

･
校

地
･
教

室

ぜ
栽
培

し
､

そ
れ

･
虫
や

小
さ

い
生

き
も

の
を
探

す
○

ん
ら
も

自
分

た
ち

･
教

室
で
飼

っ
て

み
る
.

と
こ

と
同

じ
よ

う
に

･
す

き
な
生

き
も
の

を
粘

土
で
作

る
.

な
生
命

を
持

っ
て

･
チ

ャ
ボ

と
あ
そ
ほ

う
.

②
お
お

き
く
な

あ
れ

(6
)

カ
ヽ

･
よし

い
る

こ
と
に
気

づ
き
､
生

き
も

の
に
対

し
て
親

･
学
級

園

Lこ
し
み

を
持

ち
､

･
育

て
て

い
る
植

物
の

よ
う
す

を
観

察
す

な
大

切
に
す

る
こ

る
｡

_
らラⅠ

と
が

で
き

る
よ

･
う
に
す

る
.

･
成

長
の

よ
う
す

を
絵

や
文

で
か

く
○

7 ll
(
2
14

)
○

身
の

ま
わ

り
の

③
く
ま
の

じ
ん

じ
ゃ
へ

い
こ
う

(9
)

･
熊

野
神

社

自
然

の
変

化
に

･
活
動

計
画

を
立

て
る
｡

･
プ

レ
イ
ル

ー
ム

気
づ

き
､

自
然

･
な

つ
を
み

つ
け

よ
う
○

に
対

す
る
親

し
･
熊

野
神
社

で
の

あ
そ

び
を

く
ふ

う
し
よ

み
を
持

っ
て

､
う
.

み
つ

け
た

こ
と

を
表

現
す

ら
こ

と
が

で
き

る
,

･
み

つ
け
た

草
花

で
あ

そ
ば

う
.

ぜ
栽
培

し
､

そ
れ

･
あ

さ
が

お
の
花

を
観

察
す

る
.

ん
･
ら
も

自
分

た
ち

･
花

や
実

の
汁

を
調

べ
る
.

(4
)

と
こ

な
と
同

じ
よ

う
に

生
命

を
持

っ
て

･
花

を
使

っ
て

い
ろ

い
ろ
な
作

品
を
作
る.

LL=な
の

に
対

し
て
親

し
み

を
持

ち
､

大
切

に
す

る
こ

･
ひ

ま
わ

り
の
種

で
作

品
を
作

る
.

⑥
た

の
し
い

し
ゆ
う
か

く
さ
い

(6
)

ら
と
が

で
き

る
よ

･
野

菜
を
収

接
す

も
o

ラ
う
に
す

る
.

･
と
っ
た
野

菜
を
使

つ
て
か

ん
た

ん
な
調

Ⅰ
Ⅰ

(
1
4
)

一
理

を
す

る
〇

･
収
穫

を
祝

う
会

を
す

る
.

I
10F1
3

あ
○

近
く
の
神

社
は

①
あ

き
の

じ
ん

じ
ゃ
へ

い
こ
う

.
(4
)

･
熊

野
神

社
･
プ

レ
イ
ル

ー
ム

ii

~み
ん

な
の

も
の

･
神

社
で
遊

,S
t.

普と
こ

あ
で

あ
る

こ
と

が
わ
か

り
､

大
切

に
利

用
す

る
こ

･
落

ち
葉

や
木

の
実

を
集

め
る
.

②
お
ち

ぼ
や

き
の

み
で

つ
く
ろ

う
(6
)

そ
と
が

で
き

る
.

･.
落

ち
葉

や
木

の
実

で
作

る
.

ま̀
こ

ラ
(
1
3
)

･
作

っ
た

も
の

で
遊

ぶ
○



ち
○

入
学

し
て

か
ら

①
お
も

い
で

を
み
つ

け
よ

う
(6
)

･
教
室

の
で

き
ご

と
や

･
思

い
出
を
集

め
る
○

行
事

な
ど
を
振

･
自
分

が
で

き
る
よ

う
に
な

っ
た

こ
と
を

-
り
返

り
､
成

長
の
喜
び

を
味

わ
.

紹
介
す

る
.

ラ
.

う
と
と
も

に
､

②
あ

り
が

と
う

6
年
生

(4
)

･
プ

レ
イ
ル

ー
ム

す
2
年

生
に
進

級
･
6
年

生
へ

の
手
紙

を
書

い
た

リ
､
プ

レ

<
+

す
る
喜
び

や
希

ゼ
ン

ト
を

作
る
.

】

③
1
年
生

を
迎

え
る

し
た

く
を

し
よ

う
.糾

･ー
1
年
生

を
迎

え
る
た

め
､
飾

り
や

プ
レ

は
､
多

く
の
人

ゼ
ン

卜
を
作

る
.

lII

1013
あ普と

こ
あそ乙まラ(
1
3
)

○
工

夫
し
て
飾

り
③

あ
き

を
み
つ

け
よ

う
(3
)

･
学

区

ー
や

お
も
ち

ゃ
を

･
秋

を
探

し
に
行

く
.

作
り
､
薬

し
く

遊
ぶ

こ
と
が

で
き

る
よ

う
にす

る
○
.

○
季
節

の
変

化
に

関
心

を
持

ち
､

･進
ん
で

自
然

と
~

か
か
わ

る
こ

と
が

で
き
る

よ
う

に
す

る
｡

･
見
つ

け
た
秋

を
紹

介
し
合

う
.

llll12
Cま

○
家
族

の
仕

事
や

①
か

ぞ
く
を

し
よ
う
か

い
し
よ
う

(5
)

･
教
室

家
族

の
一

員
と

･
家

族
の

よ
う
す

を
調

べ
る
.

･
プ

レ
イ
ル

ー
ム

く
し
て
､
.自

分
で

し
な

け
れ

ば
な

'ら
な

い
こ

と
が

･
家
族

を
滞

介
す

る
.
▲

オ
⊃

②
か

ぞ
く
の

し
ご

と
(4
)

た
こ

わ
か

り
､

自
分

･
家
族

の
仕
事

を
調

べ
る
○

し のカ
ヽ

の
役
割

を
積

極
的

に
は
た

す
こ

と
が

で
き

る
.

･
家
族

の
仕

事
を
党
費

し
合

う
.

③
お

て
つ
だ

い
を

し
よ

う
(6
)

ぞ
･
家

で
し
て

い
る

こ
と
を
発
表
す

る
○

く
(
1
3
)

･
自
分

で
で

き
る
お
手

伝
い
を
探

す
｡

.Sヽ
○

季
節

や
天

候
隼

①
お

し
よ
う
が

つ
の

あ
そ
び

(5
)

･
教
室

(6
)

よ
っ
て
生

活
の

･
年

賀
状

を
作

る
○

･
プ

レ
イ
ル

ー
ム

･
校

庭

ゆの
様

子
が
変

わ
る

こ
と
に
気

づ
き

･
正

月
遊

び
を
す

る
.

.

1
.

た
寒

さ
に
負

け
な

②
ふ

ゆ
を
さ
が
そ

う
(3
)

の
い
で
､
元

気
に

･
冬

を
探

す
.-

- 心 細 -



平
成

4
年

度
男
等

2
学

年
生

活
科

年
間

指
導

計
画

九
戸

村
立

伊
保

内
小

学
校

単
元

名
ね

ら
い

小
単

元
名

.
主

な
活

動
活

動
の
壕

I

4
潔

○
学

区
内

の
社

会
1
伊

保
内

の
町

を
探

検
し

よ
う

(6
)

･
教
室

檎
の

様
子

に
つ

い
･
探

検
の
計

画
を
立

て
る
.

隊
て

関
心

も
ち
,

･
探

検
に
行

く
.

･
商

店
街

出
そ

れ
ら

を
調

べ
･
採

枚
マ

ッ
プ

を
作

る
○

･
教

室

罪
た

り
,

ま
と

め
町

で
買

い
物

を
し

よ
う

(5
1

･
買

い
物

の
計

画
を
立

て
る
○

発
見

し
た

り
,

多
く
の

人
々

と
関

わ
り
を

も
つ

た
り
す

る
喜

び
を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
る
○

･
気

が
つ

い
た

こ
と

を
ま

と
め

る
○

･
教

室

自然と7
=Z

.
カ

ゝ
.よ
I_
ノ

･
I

(
2
)

○
季

節
に

よ
っ

て
自
然

や
自
分

達
の

生
活

の
様

子
が
変

わ
る

土
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る
o

1
春

を
み

つ
け

よ
う

(2
)

･
春

探
し

を
す

る
○

･
校

地
,

学
区

･
見

つ
け

た
こ

と
を
記

録
す

る
○

(熊
野

神
社

等
)

･
教

室
!

)】)
野

.
○

植
物

を
上

手
に

1
野

菜
ラ

ン
ド
を
作

ろ
う

(8
)

･
畑

･
畑

○
植

物
の

成
長

の
野

菜
を

う
え

よ
う

(4
)

よ
様

子
に

気
づ

き
･
や

さ
い

の
苗

を
植

え
る
.

6(1
2)

自
○

生
き
物

を
上

手
生

き
物

を
探

し
に

い
こ

う
(3
)

･
教

室
.

然
に
育

て
成

長
の

･
生

き
物

琴
し
の
計

画
を
立

て
る
○

と
変

化
に
気

づ
き

･
生

き
物

を
探

し
に
行

く
○

･
校

地

な
生

命
を
大

切
に

･
学

区

カ
ヽ

よ
.

す
る

こ
と

が
で
.

き
る
○

3
生

き
物

を
育

て
て

み
よ

う
(5
)

(熊
野

神
社

等
)

7(
9)

し
･
生

き
物

の
す

み
か

を
作

る
B

･
プ

レ
イ

ル
ー

ム

Ⅱ
･
生

き
物

の
世

話
を
す

る
○

(
8
)

(
メ

ダ
カ
,

ザ
リ
ガ

ニ
等

)

野
○

植
物

の
成

長
の

大
き

く
な

っ
た
ね

(3
)

･
畑

莱
様

子
に

気
づ

き
･
成

長
の
様

子
を
記

録
す

る
○

杏
.

育T
.

よラⅡ
(

3
)

大
切

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
.

･
畑

の
手

入
れ

を
す

る
o

自
○

季
節

に
よ

っ
て

4
あ

つ
く
な

っ
て

き
た
ね

(2
)

･
校

地
,

学
区

責
とミ

自
然

や
自
分

達
･
夏

探
し

を
す

る
○

と
の
生

活
の

様
子

･
見

つ
け

た
こ

と
を
記

録
す

る
.

(熊
野

神
社

等
)

8
乗

~̀
○

学
区

内
の

社
会

1
乗

り
物

ご
っ

こ
を

し
よ

う
(8
)

･
教

室

(
4)
9くけ

り
の
様

子
な

ど
に

･
計

画
を
立

て
る
.

物
つ

い
て

気
づ

い
･
準

備
を
す

る

ー
=
:>

立
て
,

見
学

し
･
教

室
て

た
り
調

べ
た

リ
･p見学

の
計

画
を
立

て
る
○

.
(7
)

み
し
て

,
バ

ス
の

･
バ

ス
に
乗

っ
て

見
学

に
行

く
.

･
村

内
路

線



- F あ -

1
0

u
2)

I..-
○

収
穫

し
た

野
菜

〇
野

菜
の
取

り
入

れ
を

し
よ

う
(2
)

二
倍

莱A
を
食

べ
,

収
穫

･
取

り
入

れ
を
す

る
.

て
る
｡

･
作

り
方

を
考

え
る
;ネ
し:

よ
t
調

理
す

る
○

Ⅲ
う

(
6
)

･
会

食
を
す

る
○

自
○

季
節

に
よ

っ
て

小
さ

な
飲

み
つ

け
た

く3
)

･
校

地
,

学
区

然
自
然

や
自
分

達
･
秋

探
し
を
す

る
8

と
の

生
活

の
様

子
･
見

つ
け

た
こ

と
を
記

録
す

る
○

(熊
野

神
社

等
)

な カ
ヽ

よ
Ⅳ

し
(

3
)

が
変

わ
る

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
る
○

･
教

室

-
○

子
ど

も
郵

便
局

1
手

紙
を
書

こ
う

(3
)

･
教

室
･
教

室

l
l

(川
ち

を
開

き
,

楽
し

･
手

紙
の
苔

き
方

を
話

し
合

う
.

らチ
く
手

紙
の

や
り

と
り
を

し
て

･
郵

便
の

し
く
み

を
調

べ
る
○

ど
■

手
紙

が
ま

ち
が

郵
便

局
を
見
学

し
よ

う
(4
1

二二
′

い
な

く
届

け
ら

･
計

画
を
立

て
る
.

=
ユ

れ
る
工

夫
に
気

･
郵

便
局

を
見
学

す
る
.

･
伊

保
内

郵
便

局

郵 倭
づ

く
こ

と
が

で
き

る
○

○
相

手
や

用
件

に
合

っ
た

手
紙

を
書

い
て

出
す

こ
･
見

た
こ

と
を

ま
と

め
る
凸

･
教

室

局
3
年

賀
状

を
書

こ
う

(3
)

･
教

室
･
教

室

(
1
2
)

･
友

達
に

年
賀

状
を
書

く
0

4
患

者
を
か

け
よ

う
(2
)

と
が

で
き

る
○

･
電

話
の

か
け
方

を
話

し
合

う
.

･
電

話
ご

っ
こ

を
す

る
o

･
プ

レ
イ

ル
丁

ム

あ
わ

○
身

近
に

あ
る

材
.

1
い

ろ
い

ろ
な

お
も

ち
ゃ

を
作

ろ
う

･
薮

室

1
2

(
9

)
も

く
料

を
使

っ
て

お
･
材

料
を
集

め
る
○

(9
)

ち
才
つ

も
ち

や
を
作

る
･
設

計
す

る
○

や
く

こ
と

が
で

き
る
b

･
作

る
○

･
プ

レ
イ

ル
ー

ム
フ

○
お
も

ち
■や

を
使

･
遊

ん
で

み
る
○

ニ
ノ

'
あ

ん
な

で
遊

ぼ
う

(4
)

○
誕

生
か

ら
現

在

ま
で

の
自
分

の

成
長

の
様

子
を

振
り
返

り
,

そ

の
成

長
を
喜

ぶ

こ
と
が

で
き

る
｡

○
自
分

の
成

長
を

支
え

て
く
れ

た

家
族

や
周

囲
の

人
々

に
感

謝
の

気
持

ち
を
も

ち

こ
れ

か
ら
の
生

活
へ

の
意

欲
を

も
っ

こ
と
が

で

き
る
｡

ど
の

く
ら

い
大

き
く
な

っ
た

の

か
な

(3
)

自
分

の
成

長
の
様

子
を
調

べ
る
｡

わ
た

し
の
絵

本
を
作

ろ
う

(1
2)

自
分

の
成

長
の
様

子
を
絵

本
に

し
感

謝
の
手

紙
を
書

く
｡

も
う
す

ぐ
3
年

生
(5
)

3
年

生
に

向
け
て

の
希

望
を
話

し
合

う
｡

作
文

を
書

く
d

･
教

室
･
教

室



(B)岩手県盛岡市立仙北小学校

仙北小学校は,岩手県中央部に位置する盛岡市の学校である｡市内中心部から約 2

km程離れたところにあり,市内40校の小学校の内,最も規模が大きい｡1995年5月現

在の児筆数は1009名,学級数は28,教職員数は48である｡学区内は住宅地域であり,

保護者の職業も,会社員 ･公務員 ･商業従事者 ･農業従事者など多岐にわたっている｡

仙北小学校は1965年度から,協力指導組織を取り入れ,学年協働経営を根底に据え

ながら教科担任制を中核とした指導実践を行ってきた｡そして,1991年度からは教科

担任制にティーム ･ティーチング (以下T.T.と略す)を取り入れた指導を行ってき

た｡幾つかの成果が得られたが,教科担任制とT.T.を組み込んだ時間割と指導者の

組織が難しく,日常実践化ができないなどの課題が生 じ,現在ではT.T.を主にした

指導体制に移行している(盛岡市立仙北小学校,1995a)｡岩手県内では,協力指導組

織やT.T.研究の先進校に位置づく｡

まず,低学年のT.T.について紹介しよう｡1年 ･2年共に4学級で構成され,

｢1組と2組｣で一つのペア, ｢3組と4組｣で一つのペアを構成している｡加配に

は,研究主任が各学級に週 1時間程度の割合で入り,r2学級合同加配型 (2C3Tタ

イプ)の場合は,ペアに研究主任が入る｡ 1年では ｢算数｣ ｢国語｣ ｢生活科｣ ｢体

育｣で重点的にT.T.を取 り上げ,2年では ｢算数｣ ｢生活科｣ ｢体育｣ ｢図工｣

｢音楽｣で重点的にT.T.を取り上げている｡1995年 1学期に実施された ｢生活科｣

のT.T.の総時数 (1･2年併せて)は,42C3Tタイプが3回,2C2Tタイプが

39回であった｡

では,1995年度の1年生の年間授業計画を紹介しよう｡T.T.を導入している単元

は, ｢学校探検をしよう(9H)｣ ｢あそびにいこうよ(9H:3つの中単元で構成)｣

｢生き物の絵本を作ろう(3H)｣ ｢おちばや木のみで作ろう(6H)｣ ｢おもちゃであ

そばう (12H :2つの中単元で構成)｣ ｢かぞくっていいな (9H :2つの中単元で

構成)｣ ｢お正月あそびをしよう(3H)｣ ｢私の記録を作ろう(3H)｣ ｢1年生をむ

かえるしたくをしよう(2H)｣である｡教室から外へ出て活動する単元や遊び,制作

に係わる単元で,T.T.が導入されていると言えよう｡単元のT.T.計画書を2例挙

げておく｡なお,仙北小学校では指導形態を4つのタイプに分けている｡Aタイプと

は ｢自ら学ぶ意欲｣ ｢主体的に対応する力｣の育成をねらった学習システムであり,

興味 ･関心,生活経験,学習適性等の個の特性に対応し,個別 ･コース別学習のよさ

を生かしたシステムであり,Dタイプは担任による普段の指導を指している｡他にB

タイプ (｢基礎的 ･基本的知識 ･理解,技能｣ ｢主体的に対応する力｣の育成をねら

い,学習時間,適性,達成度等の個の特性に対応した学習システム)やCタイプ

(｢基礎的 ･基本的知識 ･理解,技能｣の習得をねらったもので,担任による普段の

一斉指導の中に加配教師が入った学習システム)がある｡

-49-



生 活 禾斗 年 間 手旨導 計 画 第 1 学 年

期 月 単 フこ 時数 指 導 - 内 容 備考

1 4(6) ともだちいっぱいほしいな1 ともだちとあそばう (18)3 ･友達と自己紹介しあう

-2---避 壷雛 技 -;).-- -一一一- -こ..2.年垂警峯姦宴適 鮭 管駄 戸 梨 節 義 姦 轟-tデ..とするo
9

59 T.T.宅 急 すイ 骨昏 ･探検隊をつくり,学校の中の不思 議 や 新 しい発見を探し,発表し合うo_多くの先生方 や , 上 級 生 など･与鴇 畳-5'',i学報 警鐘 .!.,9.幣 娃 -a.召語 --そJ.
3 きれいな花をきかせよ 3

･..4.--.J& .b,酢 を6%..汁 -.--一一 I.?.慧竣 管絃 9-妄讐鮭 ㌍ 絶 対 車 り∴ 安全.な等下校の仕方をしる∩

6(12) 3

あそぴにいこうよ1 公園や川岸であそばう (9)3 ･公園や河川敷の施設を上手に使い , 仲 良 く遊 んだり,春,夏の植物や動物を見たり, 調 べ た り しなが

喜 萱琵書玉章最 違う 朋 33 ら,公共物を大切にし,自然に親しむ o

79 おおきくなったね (21) ･アサガオの支柱をたてたり,雷の 様 子 な ど を 観賞I,T姦敵 い硝 物や蒐相沢 きた小 ざ な動 物 と逝ん.

1 おはなのせ をしよう 3
2 'tつぷつ ん ま よヽ 6

な ~ 一撃 耳幣 署結 晶去壷触 .-果汁 な.どや 汁 遊 びを.･‡毎 .ガ芽.やそ.b.桝 花欄 .i.-9..i..L.,....そ れ % ,プレーゼントする先を決めたり,来年の1年 生 - の プ レゼ

2 8(6)912101 3 しるあそぴを よっ 3

4-たね り よっ''5｢…畢 物碓 本を作ろ-う'離 6 --鵠 露 敵 .た.fすガ5,辛.jJ.嘲 雛 3.いて 碓 ぎ物.絵本を作る∩
3

はっぱのいろがかわつたね--a....老 若椙 言質 う.<-.-95 (12)3 ･落ち葉を笑めたり,落ち葉を使 っ て 遊 ぶ o6 ･ や の つて,コマや , や '1ろ ベ え,など 工々 して た ん だ る

3 みつけよっ 3 ･ の や の の .､､での 崇 み つ け を ず るn

軍も芸妄言雲量軍三てみよ即2---巌 9..it-3.ん- -ま鯛つ (12)6 ･昔からある遊びや知っている遊 び もの で , 遊 ん で号音軽量吉報 節 電 蒼紬 ?.賢f.E .已.,I.誓 書 も.一やを作ったり.亮つたりする∩

ll12 6
かぞくつていいな (9)6 ･家族や家での出来ごとを絵や文で表す

_.チ 家族を紹介しよう 朋2 E宣告でできることを鯛 〇･家族の仕事や役割を調べ,自分の家族を紹介する-i-Jg.季含貴志巷og..iL仕事着決,6.f実行.L;.-そ硝 あ.体験発裏金をする∩

12(9) 3
冬をたのしくすこそう (12) ･お正月の様子を思い出し,お正月にしてみたいこ

a...-..箸苦% 7..i.夏.去.i.j{..-,-.. 3 となどを善しAい ､を つてみる

3 ･ pのノ､による の変ィ ､ら冬 弔ナをずる_'.-1''青く--カ-{ら~ある'35-'jEjrb●遊びをし̀そ遊んだg,"'L福笑'

3 1 3 ぴど よつ も鮒 3

3 -.h:焉 .I-;益 美掌書.a-鳥.詣 讐青海-.[.ti.ら.:.-節 .i-観察して自然に親しむとともに,大切にする心を育てる∩

2(9)3(6) 4 .さんこんに は

もうすぐ2ねんせいだね (12) ･入学してから1年間を振り返り,どんなことがあ
1 どんなことが 4 つたか.1年間に自分白身がどのように変化したか

あったかな (体の大きさ,できるようになったこと)を話し合ラ
2 の記 ろつ 3 ･1の子 に,自分の 牢の記録を できる

朋 ●ようになったことを中心に絵本やカレンダー,アルバムなどにまとめる ー

3 一､ みコ三 つ 3 ･1 E1 る T-マ ,お菜 み会を る

4 1 Lf='く､蔓モよう朋 2 ･一一 のた に, こり, りつけをしたりする∩
合 計 .102
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単 元 T T 計 画 笥 = 生 活

liF生 7月 夏と遊ぼう くさばなであそばう 開発年度 H.7

吹 翠 学 習 内 容 タイプ 手旨 導 の 要 点 学 習 環 境 反 省｢学びとる力｣ コース .教師 .個の対応 (場.学習材) (改 善 点)

1 1′′ヽ ･季節の植物に目を向 D ･季節の変北を感 じとらせ,夏のイ 教 室 ･草花遊びに興味

けて,それを使った遊 メ-ジを持たせる○ ●父母テンケ- を持たせることに
びを考えて話 し合うo ･自分の身の回りには,どんな季節 ト 重点をおいたため
(1)意欲 アイキク の草花があるか考えさせ,それを使 ●こんなこと′し 季称の変化たつい

つて作ってみたいもの,遊んでみたいことを考え させるo たいなカ- ド ては十分に感 じとらせれなかったO
45 ･子供達のアンケー トや父母からの ･父母のアンケ-
分 アンケー トをもとに,これからの活 トは,意欲化に役
) 動への動挽付けを図る○ 立ったo

2 3′■ヽ ･近 くの野原に行き. A2C2T ･自分の思いや願いを大切にさせ, 野原,河原 ■.除草の時期と重

身の回りの植物に関心 草花へ目を向けさせるoまた,新た ◎ビニル袋 なつたため,草花
を持ち.草花や木の葉 な発見,気付きも認め,多様な活動 ◎救急箱 が十分に集められ
を集めたり,遊んだり かできるよう支援する○ ●ふりかえりカ ず.荷敷の幅が狭
するo ･自然愛護の関わりから,活動に必 - ド まってしまった○

(ーi)意欲 アイウコ■(2)仕方 オキ 要な分だけ草花を取ることを考えさせたい〇･学習を進める際,子供の体質に配 ･子供たちは.草花遊びに没頭 してしまい.次時の満
45 学習態度 アイエケ 慮するo 動に使う草花の収
分 =r ･友達との関わりから,遊ぶ内容を 集が,できなかつ

ノヽ (3)基礎基本 広げられるように,支援する○ たo教師の声がけがもつと必要であった○

3 45′′､ ･草花や木の葉を使つ A2C2T. ･楽 しい雰囲気の中で,子供達が活 若草ホール ･ヒントコーナー

て,楽 しく遊んだり, 動できるように支援する○ ◎草花や木の葉 を十分に活用でき
作ったりする○ ･Tlはつ くってみようコーナ-, ◎画用柾 なかったo教師の
･自分の遊びや作品に T2 はあそんでみようコーナーを中 ◎ホチキス 声がけ必要であっ
工夫を加えたり,友達 心に支援する○ ◎ひも た○
の活動に興味を持った ･なかなか活動に取り組めない子, ◎輪ゴム ･教師がもつと子
りするo 友達と関われない子に声かけをした ◎作品サンプル 供たちの中に入り
･作品を紹介 したり, り,一緒に遊んだりして,活動の意 ◎セロテープ 一緒に作品を作 つ
遊んだ様子を話 したり 欲を促す○ ◎色鉛筆 たり.遊んだりす
して.活動をふりかえ ･自分の思いや願いを大切にさせ, ◎クレヨン る中での支援する
る○ 草花へ目を向けさせる○また,新た ◎はさみ べきであった○

( 1)意欲 アイウエカ な 認め, な 0の ･せんぽ はらつ90 ができるよう支援する○ ●ヒントカー ド ばなどの学習環境
分 キクコ ･自分の遊びや.作品に工夫 した子 ◎ふ りかえりカ を軽えたことによ

)本 (2)仕方 友達の活動に興味を持って活動 した - ド つて,子供たちの
エオカキクコ 子を賞賛 し,意欲付けを図ったり, 活動に広がりが見

学習態度 活動を広げたりできるようにする. られ,意欲化が図
時 アイエオケコサシ ･最後まできちんと後始末ができる られた.

(3)基礎基本 ように,支援する.･今日の学習での自分の活動や友達のよさをふりかえさせる○ ･後片付けや,請し方聞き方など,TTの学習を成立させて行 く上で,日常的事こ指導が必要である○

4 6 ･これまでの活動を振 D ･草花で遊んだり､作ったりの活動を 教 室.◎筆記用具 ･前時を思い出し

り返り.絵や文に表す 適 して楽 しか つたことを.絵や文に` ながら,一人一人
(1)意欲 カケクコ 表 し,次への活動の動機つけとなる 絵日記にまとめる
(2)仕方-ケコシ ようにする○ ◎画用紙 ことがセきた

′■■ヽ 学習腰皮 エサシ ･なかなか作美に入れない子にたい ◎色鉛筆 ○▲まとめをもつと
45 して..前時の活動を想起させるなど ◎クレ.ヨン 子iJtの自由な発起!
分 の支援を行い,その子なりの表現が-◎あのねカ- ド で多様にすること
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月旦 元 T T 旨十 画 書 生 活

1年生 11月 単元名 お.も ち ゃ で あ そ ば う よ 開発年度 H7

吹 時 学 曽 内 容 .タイプ 一 指 導 の 要 点 学習環境 反 省 .

(bt) ｢学びとる力｣ コース .教師 .個への対応 ( A.苧鮒 ) (改 善 点)

1 ･昔から親 しまれて D ○昔から伝わる遊びにはど 教室◎昔の玩具

いる伝承玩具に目を 一斉 んなものがあるか話 し合つ
向けさせ,昔の遊び ○自分でも遊んだことのあ
にはどんなものがあ る遊びや玩具について話 し ◎お手玉
るか話 しAう 合う oこま

く45) J) Ej o(1)鎌 アイエキクコ 0○昔のおもちゃを集めたり ◎けんだま.
(2鞘の仕方オコシ どんな遊びがあったのか,- 等

鞘の政 サシ 身近な人々などから,隙き出すように促 し,その場合の作法なども指導するo

2 ･昔の遊び道具と今 D ○今の遊びや遊び道具と昔 教室

の遊び道具の速いに 一斉 のおもちゃの適いを話 し合 ◎昔の玩具

気付くo(1)孟故アイエキクコ う〇･素材 .仕組み,動力･遊ぶためにはどんな技 ◎お手玉◎こま◎けんだま

(45)(2)鞘相方オコシ 能が必要か 等◎使簸

鞘増産サシ ･こわれたときの,対応

(3)誹糾 ○老人大学の皆さんに,遊び方を教えてもらえるように,お廠いのお手紙を書く

持ち,昔のおもち■や ･2C2T び方を教えてもら.うo ◎昔の玩具

で遊ぶo(1)五枚7イエオカけわ ･いろいろな遊びに挑戦するo･遊びのこつを覚え-るo ◎お手玉◎こま◎けんだま

〃5j(2)鞘の仕方7オカキコシ ･工夫 して,楽 しく遊ぶ 等●ふりかえりカード

鞘の放 アイエオカクケコ ･お年寄りや,友達と仲
サシ 良 く遊ぶo

45(90) ･昔のおもちゃをヒ A ○昔のおもちゃの仕組みや 若草ホール ､

ントに身の回りにあ 2C2T 教師の試作品などを参考に ◎昔の玩具
る素材を使って,白. して,自分の集めた材料か ●教師の試作

分のおもちゃを作る(1)意欲7イエオカ抄如 ら,どんなおもちゃを作るか考えるO.○作ろうとするおもちゃ毎 ⊂1ロ口●子供の集めてきた材料
(2)鞘の仕方7才カキコシ にグループを作り,協力 し ◎テープ

字宵の放 7イエオがケコ 合いながら,おもちゃ作り-◎のり
サシス をするo ◎割り箸

(3)基船木 ○作つては遊び,改良工夫を繰 り返すようにするo ◎わごむ等

6●_7ー901･作ったおもちゃや A ○同じ種類のおもちゃでグ 若妻ホール

ルールなどを工夫 し 2C2T ループを作り,ルール春作 ◎子供の作つ

て,友達と協力 して つたり遊び方の工夫をする たおもちゃ◎改良用の道
遊ぶ.. ○遊ぶ中でおもちゃの改良
(1)雄 7イエオカ手ケ+i をしたり,友達のおもちゃ
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(C)神奈川県横浜市立星川小学校

星川小学校は,横浜市保土ヶ谷区の中心部の住宅街にある児童数約700名の中規模校

である (児童数増加のため,これまで2つの分校が独立)｡校区には大規模な団地や

マンションが多く,保土ヶ谷区役所や保土ヶ谷公園 ･スポーツ施設 (野球場や休育館)

もあり,相模鉄道や横浜新道が学校の側を通っている｡校庭がやや狭く,プールも屋

上に設けられているといった,典型的な大都市型の小学校と言えよう｡

自然環境が乏しい都市型の学校であるが故に,植物の栽培や動物の飼育などでは,

いろいろな悩みがあるように思われる｡保土ヶ谷公園で虫の採集や季節の変化を感 じ

とらせたりしている｡鉄道が近くを通っているので, ｢駅へ行って電車に乗ろう｣と

いう単元を設けている｡駅や電車の乗り方についての学級での話し合いを踏まえ,莱

際に駅へ出向いて駅員に話を聞き,各自が切符を購入して1駅間乗車し,商店街を探

検して学校に戻るという授業展開である｡首都圏の大都市の住宅街にある学校のため,

三世代同居の家庭は少なく, ｢生活科｣の授業での祖父 ･祖母やお年寄りの協力は得

られにくい状況にある｡星川小学校の年間指導計画 (1992年度)ち,概ね学習指導要

領に添っている｡
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‖4年度
生 活 科 卜 月旦元 - 覧 表 (1学年) 102矧ht】

学期 月 単 元 名 ね ら い

辛期(35) 4.567 たのしりがつこう■(15) ○自己紹介や遊具遊び､学校探険などの活動を通して､新

･名縦長をしよう しい友だち .先生 .学校で鋤く人 .校舎などについて知

･みんなで遊約.-紺鰍をLlよう リ､学校生活に慣れて､楽しい生活ができる.

きれいなはなをさかせよう ○身jLfな草花に興味を持ち､自分の花を決め､姓祝して育

(13) てることを通して､それらも自分たちと同じ生命を持つ

…三朝締ま=よう霊.F.去.%舵純辻由.な, ていることに気付き､大切にすることができる.

こうえんへいこう(10) ち払渡モiよラーたよa)I○公園で遊んだリ､樹木や草花 .虫などに親しんだリしな

･.公即行(if酌とて与う がら､公共物を上手に使って楽しく遊ぶことができると

･絹で玉の･公朋美会明こう 主棚さん:; 同時に､公園の行き帰りの道で安全な歩き方ができる.

芋川(40) ~910 がつこうのまわり(10) ○私たちの近くにある駅や公園までの道を知り途中の施設

･公配での孟 や建物 .道路の安全施設の働きに気付き､安全に道を歩

･射的を作ろう 三li:組を くことができる.

あきをさがそう (12) ○1苧)g)の癖と比べて､季鹿か変わったことの証拠を災め

･批封う することができる.

ll･12 いえのことを. ○家族の紹介をしたリ､家庭の山二-._.lLを観察したりすること

しようかいしよう(15) を通して､家庭での仕ilfに関心を持ち､自分が手伝うことのできる仕即を見つけ､荊趨的に行動することができ

･経を馴tJよう･できることkX治ま喪主的1.を･お稚いiIJよう る｡

翠血 123 しんねんおたのしみ ○季節の変化に伴う冬の暮らしに関心を持ち正月の遊びな

しゆうかいをひらこう どを工夫して作り､友達と-一緒に遊びの計画をたてて､

(12)･各正月の遊tFをしよう･遭ぴ道具締ろう. きまりを守り､楽しく遊ぶことができる○

もうす<'2年生(15) ○入学後できるようになったことや､菜しかったことなど

･如くわたよ- を表現することにより､成長の喜びを味わうとともに.､
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H4年度
生 活 科 月旦元 - 撃≡表 (2学年)

学期 月 単 元 名 ね ら い

学描(-40) 4 ばくちは町の探検隊 (15)･徹したい離如しよう･鋤の計酌立てよう ○自分たちの町の探険ごっこをすることによリ､新たなものを発見したり､見直した りできるo

･鋤に;触CJLう ○地域の人々と進んで助合い､仰 のようすに関心をもっことができる¢I:2:=i=LiX:;._=... .=_̀士;一打.二.-I

き義

[5.駅へ行って電車に乗ろう･訳のようす幸先乱よう (9)･星腰捕って電車に乗ろう･電車ごっこをしよう ○乗 り物や.駅などq)公共施設を正しく利用することができる.

6∫7 甲品品姦蒜 しよう (早) ○自然のようすや､生港のようすを季節の移 り変リや天候の違いからとらえ自分たちの生活とのかかわリに関心を持ち､楽 しく過ごせるように工夫できる.
･両と遊ぼう･軒の紬糞しい遊朗L,よう 套

套
一:.～-,一一..,I.. ,:I.I..-LL,,:A -∴.:..I

学期(38ヽJ 9 ○小動物を飼ったリ､植物を育てたりして､それらが自分たちと同じように

･虫のほんでる恥とこかな

･蛸Lに行こう･虫を飼ってみよう･虫さん元気でね I 成長したり命を持っていることに気付き､自然や生きものに親しみを持ち､大切にすることができる`
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･どんな草花を抗えようか･アブラナ紬えよう･皮如ようすを脈しよう手作 りの串店をJ'.).iこう(12)･舶見つUにi'にう･手別の緑をl写こう･お店ごっこをしよう ○手作りの店を開く計画をし､友達や先生 と協力して､お店に必要なものを作った.リ飾ったリして一つの行事に取り組む楽 しさを味わうことができる○

ill∫12 子供ゆうぴんきよく (10)･00さんにおて胸を書こう--(胸の旗を封1かけよう ○手紙で遠くの人に必要なことや自分の気持ちを伝えることが分かるとともに､手紙を出す には必要なきまりがあ

･子供ゆうぴんきよくを閃こう ることに気付き､自分で簡単な手紙を書いて出すことができる○.

･学期 1 おもちゃ大会をしよう(14) ○身近にある自然の材料や道具を使つ

･お正月にした糞しい遊びをしよう.･凱い跳ちや紺ち馴遊ぼう て､それを生か しながらおもちゃを工夫して作ったリ､協力し合って､楽し

..お的や作りをしよう･おもちゃ大会を配う く遊ぶことができる.

2 わたしの物語を作ろう(14) ○自分を支えてくれた家族や周園の人
′一■■■■■.､ ･どれくらい #きくなったかな_ 々に感≡の 一丁一ちを ミち これからも
28 ･わたしの執那作ろう ヽがんばろうとする意欲を持つことがで
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(D)福岡教育大学附属小倉小学校

福岡教育大学附属小倉小学校は教育大学の附属学校としての役割を果たしつつ,先

導的な実践に取り組んでいる｡ここで取り上げるのは,1991年度の年間指導計画であ

る｡1991年は ｢生活科｣が本格的実施になる前年であり,1988年に発表した ｢生活科｣

の年間指導計画の見直しと改善を図ったものである｡福岡教育大学附属小倉小学校の

｢生活科｣の特徴としては,独自の学習領域を設定していることである｡ 1年では

｢わたしの道｣ ｢わたしの遊び｣ ｢育てよう｣の3領域であり,2年では ｢わたしの

道｣ ｢わたしの祭り｣ ｢育てよう｣の3領域である｡両学年共に ｢道｣という言葉が

｢生活科｣のキーワー ドとなっている｡それは,大単元の名称に表れている｡1年で

は ｢学校の道 (35H)｣ ｢わたしの家から公園までの道 (43H)｣ ｢わたしのあゆん

だ1年間の遺 (24.H)｣,2年では ｢家のまわりの道 (40H)｣ ｢わたしと遠くをむ

すぶ道 (40H)｣ ｢わたしのあゆんだ道 (25H)｣となっている｡
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拙 新 し い 第 J 学 年 生 活 科 単 元 年 間 計 画 表 ( 総 時 数 Ⅷ 時 間 )
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仏 新 し い 第 二 学 年 生 活 科 単 元 年 間 計 画 表 ( 総 時 数 価 時 間 )
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(E)東京学芸大学附属大泉小学校

東京学芸大学附属大泉小学校は,文部省の教育研究開発学校の指定を受け, 『豊か

な学力の育成』をテーマに,1995年度から 『国際』 『環境』 『人間』という名称の総

合単元の開発を行っている｡東京学芸大学附属大泉小学校の ｢生活科｣に対応する教

科名称は ｢広め学習｣であり,授業時数は,総合単元を含めて, 1年は136時間,2年

は140時間である｡ ｢広め学習｣は,3年生以降の総合単元, ｢深め学習｣ (子ども自

らが選択 ･設定した個性的な課題について,自分の特性を生かして,自分らしい方法

で自ら働きかける体験的 ･作業的な活動｡テーマ学習,フリータイム学習,マイプラ

ン学習の3つのタイプがある), ｢つみあげ学習｣ (各教科の基礎的 ･基本的な内容

の定着をめざす,いわゆる各教科の学習で構成されている｡学び合いと振 り返りを通

して学び方を培う)の基礎となるものとして位置づけられている｡

｢広め学習｣のねらいは,1年では,(》学校の中,家,近所の人たちや物に親しみ,

進んで働きかけようとする｡②自分の身の周りの動植物や自然に触れ,親しみながら

進んで関わりを持とうとする｡③やってみたいことや感じたこと,見たり聞いたりし

て発見したことなどを,自分の言葉や方法で進んで表現しようとする- の3つであ

る｡2年では,①学校の中や周りの物の施設,そこの人たちの様子に関心を持ち,進

んで働きかけようとする｡②友達と一緒に楽しみながら,動植物を工夫して育てたり,

物を作ったりして,進んで関わりを持とうとする｡③発見したり,自分で工夫したこ

とを,友達や他の人に言うために,自分の考えた方法で表現しようとする - の3つ

である｡

上述のように, ｢広め学習｣の中に現在研究開発中の総合単元が入っているが,そ

の概要は以下のようなものとなっている｡

*1年 :① ｢アンニヨン ! なかよくしてね｣ (『国際』総合単元)- 韓国学校と

の交流 (12H)

② ｢笑顔がいっぱい｣ (『人間』総合単元)- 自分の手,お面をつくろう

(12H)

*2年 :① ｢アンニヨン ! おたがいの国の遊びを楽しもう｣ (『国際』総合単元)

- 韓国学校との交流 (12H)

② ｢お年寄りといっしょに｣ (『人間』総合単元) (12H)

なお, 『環境』に関する学習は, ｢広め学習｣の単元の中でより総合的に扱われて

いる｡

｢生活科｣に見られる体験重視という特色が,中学年以降にも総合単元として採 り

入れられようとしていることが兄いだせる｡1995年度は研究の初年次であったため,

まだ教材化や評価については十分に検討されていない｡今後の研究の進展を期待した

い｡
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芸 1.-fi iF.年間榊 計画 (～ /律 年度)
4 月 5 月 _6 月 7 月 9 月 .10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 _月

あきのむしを

みつけよう

たのしかつた1ねんかん
きくのそのたんけんたい ぼくたち .わたしたちの

お~まつりをたのしもう

ぼくたち .わたしたちのどうぶっをそだてよう

どうぶっをみんなでそだてよう - いきものひろばをつくろう - ふゆじたくをしよう - どうぷっとおわかれしよう
→ -.-I

4 月 5 月 .6 月 7 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

l 新入生…んにちは Z - たんけんに あそびオリンピッ ぼく.わたしの

いこう クを早 うト 思い出をのこそう

t だいすをそだてよう l
.:はたけづくりをしよう - みんなのだいずをまもろう_- 実りのようす礼らベよう:.

→ →

小さないきものと
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(F)長野県伊那市立伊那小学校

伊那小学校は,長野県南部伊那地方の中核都市である伊那市の中央部の学校である｡

伊那小学校の総合学習の取り組みは20年近くに及んでいる｡低学年の授業は総合学習

が基本であり, ｢生活科｣という科目は存在しない(｢国語｣ ｢算数｣なども同様)0

6か月から1年間にわたって, 1つのテーマを総合活動として追い続け,その中に

｢自然｣ ｢社会｣ ｢言語｣ ｢数｣ ｢表現 ･運動｣などの領域を組み入れている｡

では具体例を紹介してみよう｡1995年度の2年忠組の実践 『ヤギさんはみんなの友

だち-忠組と白ちゃん-』を最初に取り上げる｡1年生の2月に雌ヤギを学級に迎え,

子どもたちは "白ちゃん''と命名する｡餌やり･掃除などの世話, "白ちゃん"の遊

び場作りや飼料作り (畑作り･ニンジンや豆の栽培)に取り組んだり,餌代を集める

ために廃品回収に取り組むO栽培を通して植物の成長を学び,アルミ缶集めを通して

数の計算を学び, "白ちゃん''の餌の量を調べることを重さの学習に結び付けている｡

"白ちゃん''に赤ちゃんを産んで欲しいとの子どもの願いを生かし,獣医と相談させ

たり,雄ヤギを借りるお願いの手紙や発情させる注射をするかしないかの作文を書か

せて,言語表現の学習に結び付けている｡妊娠したかどうかを調べるために,子ども

たちは継続的に観察を行い,体重の変化 ･乳量の変化を通して容積の単位 (I,dl

等)の学習を行っている｡また, "白ちゃん"の絵を措いたり,鍵盤ハーモニカを用

いて "白ちゃん''の歌づくりに取 り組むといった表現活動もなされる｡1年間の学習

は "白ちゃん''との関わりを基礎に据え,様々な領域と結ばれて行われるのである｡

もう1つの例として,1994年度の2年泉組の実践 『大きくなってね メロンくん一

泉組ビニルハウスでのメ由ン作り-』を取 り上げてみよう｡2年の前半をビニルハウ

スでのメロン作り,後半をイチゴ作りとして,植物の栽培を中核に据えて授業を展開

している｡メロンの大きさの計測を通して, ｢長さ｣を学習し,授粉の時間を調べる

ことから時計の見方を学ぶ｡メロンが採れたことを知らせる手紙やイチゴの世話を教

えてもらう手紙を書くことを通して,言語表現の学習と結び付けている｡メロンの歌

作りやメロンの版画,イチゴ畑の絵の作成を通して,表現活動を行う｡ここでは,メ

ロンやイチゴの栽培を通 して,様々な領域の学習が行われているのである｡

伊那小学校の総合学習は,文字通 りの総合学習と言えよう｡それは,細切れの疑似

体験とは無縁のものである｡他の学級の総合学習の概要も紹介しておくので参考にさ

れたい｡3年以降は, ｢総合学習｣は ｢総合活動｣に替わる｡そして,新たに ｢算数｣

｢国語｣などの教科学習が登場するが,総合活動と教科学習が様々な形態で (それは,

学習材と子どもたちの材の捉え方により変動する)絡み合いながら展開していく｡3

･4年の総合活動の事例も紹介しておく｡

伊那小学校の実践は,学力を ｢知識 ･理解｣などの認知的領域に限定せず,生きる

力 ･感性 ･意欲などの情意的側面まで拡張して捉える信濃教育 (信州教育)のプラス

ー68-



の面が反映したものであるとみなすことができよう｡

最後に,伊那′ト学校の総合学習の持つ問題点に触れておく｡動物のみならず植物ま

でも擬人化している点である (例えば,泉組の実践でメロンを "メロンくん''と呼び,

枯れてしまうとメロンのお墓を作ったことを挙げることができよう)｡また,栽培し

た植物や飼育した動物のための歌を創るという点も,定式化されつつある｡これらの

点は改善の必要性があるだろう｡

-69-
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各学級の本年度の実践例の要約

(/グ71-竿ノ
1 学 年

Jj 超 材 名目榛組名 ね ら い 内 ､ 容 核となる学力意欲にかかわる学力

9 磨 身近~にある廃品 (1)わき水の森の探検 ◎〇〇〇考やや 自そ ｢仁lLlPで を工夫して使い､ (2)わき水の森ごみ拾い作戦 (毎日わき水の森- え つり分れ こ出て とのをれ

壁 遊ぶものを作り ごみ拾いに行く) しいげ着 どを

～ 響一つ 上げていく喜び (3)空き缶を使って､魚つりゲーム たるて想 うやりこいをい つ

3 ノ~､管 や､みんなで遊 (4)ダンボ-ルを使って､.巨大迷路 す とく友 うたるや力だ手 ら

) ぶ楽しさを味わう○ (5)廃品を佼?て､おばけ屋敷 LJ'o云 ○乏讐宕つ 教や した え っろこ たたそと りらう喜 .二言吾妻

9 ち ちやぼ とのかか (1)ちやぼとの出会∵い
やぼ わりを通し､ちや (2)ちやぼの世話① (小屋作り､当番活動等)
さ- ばの身になって (3)ちやぼと仲よし (ちやぼ日記､歌､絵等)

～ ん′一､ 世話のし方を考 創作 ｢仁組にちやぼがきた｣

3 _∈ え､_愛情を深め (4)ちやぼの世話② (ちやぼさんの身になって)
ていくo (5)さよなら､ちやぼさん

7 牛■ 牛乳パックを使 (1)牛乳パック集め
塾′ヽ い工作をしたり (2)牛乳パ.y/クで学校模型作り

ツ 再生紙を搾った (3)牛乳パックで自分たちで遊ぶ物作り ｢ 入

～ クで りして､身近な (4)紙づくり 与 れ書 芸tJ' らお み-も ん

3 作ろ ものを使って作 ･はがき作り
乏 る楽しさを味わ ･しおり作り

盟 う○ ･賞状作り

9 学 ちやぼと烏骨鶏 (1)小屋 .遊び場作りと名前決め

孤の を育て､一緒に (2)毎日の世話 (当番活動) ･し なろ と,<: 遠り ~に

ちや 遊びながら､絵 (3)歌作り(｢ちやぼとうこつけいがやつてきた｣)

li~ ぼ鳥寡′::チ に描いたり､歌 (4)5羽の絵､落ち葉を佼つての絵､小屋の壁画3 を作ったりして､ (5)冬越しの準備 そ 終う わ .だ り愛情を深めてい (6)5羽のお話とカルタ作り
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2 学 年 (/グ95-4:b-A)

月 題 材 名目は組名 ね ら い 内 容 核 となる学力意欲にかかわる学力

4 孝 卵からひながか (1)毎 日の世話 (当番活動) 〇 〇〇〇や り 自そ 一｢
級 -の えり元気に育つ (2)たまごがひよこになるまで (成長過程調べ) つ と分 れ こて げ の をれ

チャ ことを願いなが (3)えさ作 り (畑作 り､パン集め､大根葉集め) い て 蒼 白を∠ゝ

～ ボさ ら､チャボやひ (4)チャボさんの歌作 り る い想 刀やこ くを な つ

3 ん よこを飼育 し､ (5)冬にむかつて (ビニール張 り､すき間直 し) と力 友 りたや ○に に ら

ノーヽ孝 チ ャボ-の愛情 (6)牛乳パ ックのチャボさん作 り ' 教 受 おや え け も

) を深めていく○ (7)チャボさんの思い出作 り (お話､絵､劇等) り た と しと りめ ろ'て く欝 友 ｢な

~4 文 自分たちで育て (1)′ト麦の観察 (背丈 .色)
級の た小麦を使い､ (2)麦か り (かまの使い方 .ひものしぼ り方) こ の こ りと よ うそ

′ヽ パンやクッキー (3)脱穀 の いす う書 とれ だび こぼ ｣を ろ よ と
～ 鷲/ヽ を作るなかで､ (4)石 うすさがし (チラシ作 り)

3 ン作 楽 しい体験や作 (5)粉ひき (歌作 り .絵) 味 を さ気

り( る喜びを味わう○ (6)パン作 り (作 り方調べ) わ 取 そ つい り う く

辛 (7)麦わ ら細工 ' 人 だ 力さ れ ｣ら た とに り考

5 明 ･ひまわ りが成長 (1)土作 り.､種まき､.水や り､草取 り
組の する喜びを知り､ (2)ひまわ りさんの観察 (ふた薬､本葉､高さ) よ ーしえり な Ll_'.

ひま 歌や絵などの表 (3)ひまわ りさんの歌作 り お が すも .ら力

3 りさ 生か した遊びの (5)ひまわ りさんの種遊び (ゲ-ム作 り､料理)

んノー■ヽ盟 楽しさを味わう｡ (6)ひまわ りさんの思い出 (カレンダー､お話)

4 描組 は 伊那め名物作 り (1)千葉県の名物ピ-ナッツ (種まきi世話､.収穫)

に携わる人々と (2)伊那の名物融べ､~-お店探検~

伊 の交流を深め､ (3)伊那の名物作り(五平もち､はつかあめ,いなご､ざざ虫)■ 藩 ≡

3 名 ま物 分たちで作る喜 (5)伊那■め名物に携わる人々 との交締'- ･わり-

- 丁重 ‥



3 学 年 (/99∫年季)

月 l題 材 名()は組名 ～ね ら い ll 内 容 核となる学力意欲にかかわる学力

4 山 りんごのI戊長を (1)花粉とりと受粉(人工授粉と-チによる受粉) ◎〇〇〇動 活 めそ も
級の 観察しながら､ (2)摘果と有袋無袋の比較実験 - 動 あ の の立 の て めやち戒 に あ こJ_りん 自分たちのカで (3)収穫に向けtの準備 (薬つみ .玉まわ し等)

～ ど園( りんご作りをし､ (4)山組りんごの収穫､収穫祭の計画 .実施 向就 照 て とか しらをや3 収穫する喜びや (5)りんごを使った料理､ジャム作り お た し実 人う主 な現 に

山) 食べる楽しさを (6)お礼のせん定､りんごの木とのお別れ会 E=とび が す かす を らるかる味 活 た わ力わ 勤 め る○い を の 中主 三綿 貫 禦つ ､ ､し

味わう~○ (7)りんご作りの記録のまとめ､歌作り

莱劇 劇を作り､公演 (2)よりよく伝えるための台本の見直し

作~りと公 することを通し (3)作り直した台本にそつての劇の工夫､練習
～ て､表現力を培 (4)クラスで飼育しているウサギとチャボをテ-

3 演 い､劇を楽しく マにした音楽劇作 りと音楽会での発表

(川 見てもらうこと (5)スイミ- Ⅱを更に手直 しし､総合祭で発表

一ヽ･.■′ の喜びを味わうo (6)｢希望の家｣でq)公演計画を立て､実施

4 義 チャボとかかわり, (1)毎日の世話(エサや り.水や り.観察 .清掃)
組の ヒナの誕生を書 (2)ヒナの誕生 .世話

チ んだり､一緒に遊 (3)チャボさんの食べやすいエサ箱作り

～ ヤボさ んだり､歌を作つ (4)チャボさんと遊ぼう(エサ作 り.遊び場作り)

3 ん たりするなかで､ (5)私の ｢チャボさんの歌｣作り LLOで り｣ 力

(義) チャボ-の愛情を深めていく. (6)チャボさんとのお別れ (歌作 り.お別れ会) の しと oあ な選りが 択方 らすを 'るふ ね 力

4 泉 真っ赤なおいし (1)イチゴ (女蜂)の作り方調べ (生産者探し)
組の■ いイチゴを食べ (2)女蜂の苗植え (土作り.うね作り) りば ○返 り

イチ たいとねがい､ (3)女蜂の日々の世話 (水や り.虫退治 .観察) り強'く

～ コ ハウスのなかで (4)女蜂の受粉 云歪

3I (良 イチゴを育て､ 5)寒冷対策 (暖房の仕方) 読 書しカーい ○宿
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4 学 年 (./?,/∫年度 )

容
核となる学力

4～ 儲春 ′I: 子牛との別れ､ (1)野辺山の高見沢さんに､ジュニア君をひきとつ ◎〇〇〇立熟 めそ も

お乳を搾って飲 (2)ジュニア君との串別れ か て にあ こお 活て て とう動 らにやむことなどを通 (3)新しい命､ばっち君の誕生

3 して､牛-の愛 (4)お乳搾り､お乳を使ってできるもの と し し応 人す たな じに

JT 情を深めていく? (5)3度めの種つけに挑戦 (お別れにむけて) る りが たかho舵董 蔓新践 ■

4. 夏 自分たちの育て (1)麦の世話

級 た小麦粉を使つ.(2)麦の刈りとり､脱穀

小麦 ~作 て小麦粉を利用 (3)麦の製粉～ した色々な料理 (4)麦を使つての料理調べ

3 り( を作っていくな (5)小麦粉を使った料理作り

革 かで調理の楽し (6)小麦粉料理クッキングブック作り

さを味わう. (7)小麦との思い出を絵や文で表す

8 秩 手作り楽器を作 (1)身近にある材料で楽器作り.
級 り演奏する活動 (2)手作り_の楽器で音楽に合わせる

･嘗 墓~p を通して､楽器 (3)いろんな楽器調べ

～ の楽しさを味わ (4)材料を探し､設計図を書く

3 うとともに､友 (5)いい音のする楽器作り

( で秩 - だちと演奏する (6)リズム作り､曲作り
)■ 良さを感じる. (7)みんなで演奏をする

4 天 ポニーのことを (1)毎日の飼育 (えさ作り.小屋そうじ.散歩)

組 考えて世話をし (2)柵の中-の砂ひき .柵の拡張-

ポ たり､他の馬と (3)伊那まつりの馬を引く出し物-の参加

～ 一差だ 触れ合ったり.し (4)箕輪中部小のポニーとの交流傘の言値 .実施ー3 て動物と共転学 (5)開田村の木曽馬見学 ･たすな る

ち( 習することゐ楽 (6)ポニーの思い出の絵､木版画の製作 活力動 Oへ､
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各学級の本年度の実践例の要約

1 学 L宝物 年)

6 忠組 ヤギを飼いたい (1)学校や家にいる動物探 し ◎〇〇〇出 や り 自 そ ｢し っ と 分 れ こ

と願い､迎える (2)ヤギさんについての調べ活動 (農場見学)

のヤ ための準備や､ (3)忠組のヤギさん探 し~(お願いの手紙) た て げ の を れり い て 着 ど を

～ ギさ 毎日の世話をす (4)ヤギさんの小屋 .さく作 り す る い 想 つ やる こ く を い つ

3. ん ることを通 して､ (5)えさ集め 力 と 力 友 つ たOや Oだ 手 ら

(忠 ヤギへの愛惜を (6)毎日の世話 (えさやり.掃除など) ' ち 順 おや に で も-

) 深めていくo (7)ヤギさんの絵 .文章 .お話など つ 教 や した え っろこ .た た そと り ら う

5～3 -孝組の 早 く仲良 しにな (1侮 日の世話 (_当番活動)

りたいと､チャ (2)チャボさんのえさ調べ を 'よ だ見 友 い ｣

チャ ポを飼育 してい (3)チャボさんの詩 .歌 .話作 り 返 だ か とし ち 考 気

求さ くなかで､チャ (4)遊び場 .さく作 り て の え づ成 .よ 由 く

ん( ポへの愛情を探 (5)チャボさんの小屋作 り 蓬 い す 力が と 力 Oも こ 0て ろた . をり 取

翠) めていくo (p6)冬を越すための準鹿

6 文組 自分たちで作つ 川小麦の育て方調べ
た小麦粉で､パ つね(2)種まきの準備 (畑おこ′し.畝作り) ､ り二 1 人

の小 ンを作りたいと (3)種まき 紘と ら

～ 安さ 願い､小麦の成 (4)観察 (背丈 .糞の数 .形)

3 ん 長を観察 し､大 (5度 踏み .土寄せ

室 きく育つ喜びを (6)小安さんのお話 .歌作 り

味わうo (7)収穫に向けての準備 ヽf' +:

5 節班の ひょうたんを育 (1)苗植え .水やり.支柱立て .ネットはり

てていくなかで､(2)背の高 さ､葉や花の数､形調べ - く とな

ひよ 成長過程での驚 (3)収穫 .水漬け .種出 し.種の数詞ベ Aり 緒そ

～ つた きゃ喜びを知り､ (4)ひょうたん声んへのお手紙 .絵 にえ 終

3 んさ それを歌や毒舌. (5)ひょうたんさんのお話 .敬 .劇作り た わ｣ り

ん( 劇で表現する楽 (6)ひょうたんさんの加工 と ま考 で

哲 しさを味わうo (7)ひょうたんお じいちゃんとの交流 え や
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2 学 年 (′押 4･年度)

月 題材名目は組名. ね ら い 内 容 核となる学力(か慧 警 品 )

10 山 りんご園での体 (1)りんご園の見学とりんご収穫の体験 ◎ . 〇 〇 〇や や 自 そ ｢つ り 分 れ こ
組り 験や調べ活動を (2)りんご調べ (形 .大きさ.種類 .木の形)

ん .lrt.し もとに､自分た (3)りんごを使った料理 て と の を れい げ 気 白 を

～ たん ちの力でりんご (4)りんごができるまで (成長と世話調べ) る て つ 分 やこ い き な つ

3 けん(山) 作りをしていく (5)冬のりんごの木の世話 (稜のせん定 .肥料) と く を り たや 力 友 に ら

喜びを味わうo (6)りんごの木の芽ぶさの様子と春先の世話 ､ Oだ 受 よや ち け さり に と そと 教 め うげ え ､だた た 二1 ､

8 立白漢げ 心に残る音楽劇 (1)『スイミ-』の台詞や歌での表現活動

にしていくなか (2)『スイミ-』で使う小革具作り 童. 董 萎 書

で､友と力を合 (3)ともがき発表に向けての歌作りと小道具作り

3 り( 台本作り､歌作 (5)『ぼく.わたしのスイミ-Ⅱ』のお話作り

U りをする楽しさ (6)『スイミ-Ⅱ』の台本作り

や喜びを味わうo(7)『スイミ-Ⅱ』の歌作り 富 豪 妄 実動 入 出

4 秦班 チャボの結婚､ (1)毎日の世話

ヒナの誕生を喜 (2)チヤッピーの結婚 (およめさんさがし)

のチ び､一緒に遊ん (3)ヒナの誕生-(巣箱作り) を れ す ...果 た 力

～ ヤポ だり､歌を作つ (4)チャボさんと遊ばう (遊び場作り) 返 り ｡L L

3 さん たりするなかで､(5)チャボさんに意んでもらおう (料Fj!作り) ､ なさ が

義 チャボへの愛情 (6)｢チャボさんのうた｣作り _ら らに ､

) を深めていくo (7)｢森のチャボさん｣オペレッタ作り よく 緒す にる な

9 月 自分たちの郵便 (1樺云校 してい-1た友だちからのお手紙
組ゆ 局を開局するこ (2梓 作りのはがきでの返事 方 つ法 て

うび とにより､友だ (3)はがきのひみつ調べ 暮 夏

～ んき ちと考えを出し (4)ポストのひみつ調べ 受 章ま3 よく( 合い､困難を乗 (5)伊那郵便局の見学り越える喜びを (6)月組ゆうぴんきよくの開局
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<付 記>

｢生活科｣を総合学習的視点で捉えている学校は幾つかある｡例えば,和光小学校
∫

･和光鶴川小学校では, ｢せいかつべんきょう｣という名称の教科として,低学年で

週あたり6時間で実践されている｡

また,奈良女子大学文学部附属小学校では,戦前の木下竹次の実践伝統を受け継ぎ,

重松鷹泰主事のもと,教育課程の再編を昭和20年代中期に行ったが(『奈良プラン』),

その中には現在の ｢生活科｣の趣旨と合致するものも含まれている｡ 『奈良プラン』

は, ｢しごと･けいこ･なかよし｣の3領域から成り,現在に至るまで実践が続けら

れている｡ ｢けいこ｣は,人間形成の実質的内容となる基本的な能力を生活の手段と

して確実に習得させるところに主眼があり,特定の目標に応じた分科的な学習形態を

とり, ｢なかよし｣は,学校内において,自分の所属する有意義な集団をつくり,そ

の生活に適応しながら成員の友愛と協同によって集団生活をし,また新たに建設して

いくことを主眼とし,学年や学級を解体した小集団による実践的な学習形態を中心と

している(相部,1995)｡

｢生活科｣と関係の深い ｢しごと｣は,自然,人間,社会の真実のすがたを求めて,

その知見と視野を拡げ,身近な現実の問題を追究して新しい社会生活のあり方を洞察

させ,それに向かって自己の生活態度ならびに生活環境をつくりかえていく意欲と実

践力を育てることを主眼としている(相部,1995)｡この ｢しごと｣学習は,低学年で

は ｢ものを見る目 ･気付く力を育てる｣ことを,中学年では ｢ものごとを関係的にと

らえる力を育てる｣ことを,高学年では ｢自らの見方や考え方をつくる力を育てる｣

ことをねらいとしている(虞岡,1995)｡低学年の ｢しごと｣学習の具体例では, ｢学

校探検｣や ｢秋の色見つけ ･音しらぺ｣などがあり,現行の ｢生活科｣の実践とかな

り共通性がある｡筆者は,奈良女子大学文学部附属小学校の学校公開には参加したこ

とがなく,また,年間指導計画も入手していないので,本論でのこれ以上の言及はし

ないことにする｡しかしながら,奈良女子大学文学部附属小学校の ｢しごと｣学習に

ついては,充分に検討する必要性と意義を認めるものである｡
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亡研 究 7 コ ｢生 活 科 ｣ の 授 業 づ く り

-楽 し/く て 学 ブコの つ く ｢生 活 科 ｣を め ざ し/て -
T

1.目 的

筆者はこれまで約3年間にわたり,各地の ｢生活科｣の授業を参観し,検討してき

た｡特に,岩手県内の2つの小学校 (九戸郡大野村向田小学校,′同郡九戸村伊保内小

学校)では数回にわたり,継続的に参観してきた｡数多くの ｢生活科｣の授業記録な

ども参考にしながら,授業実践を通して得た ｢生活科｣の授業づくりと指導の在り方

についてまとめることにしたい｡

2.はじめに

低学年児童の好きな教科 ･楽しい教科を尋ねると, ｢生活科｣を多くの児童が選ん

でいる｡しかし,選択の理由を尋ねると,必ずしも満足できるものではない｡理由の

一例を挙げてみよう｡ ｢国語や算数と違って宿題がないから｣ ｢お祭や遊びが多くて

楽しいから｣ ｢何をしていても先生から文句を言われないから｣etc.｡ここで問われ

るのは ｢生活科｣の `̀楽しさ''の質である｡また,保護者からは ｢生活科｣の勉強は

何をやっているのか分からない,このままでは学力が低下するのではないか,などと

いった疑問の声も出ている｡ ｢生活科｣がめざす学力とは何か-学力の質も問われて

いる｡本論では,望ましい ｢生活科｣の授業をどの様につくるのか,問題のある授業

と対比させながら論じていくことにしたい｡

3.価値ある体験 ･活動をすることの重要性

｢生活科｣の教科目標は,具体的な活動や体験を通 して,自分と身近な社会や自然

とのかかわりに関心を持ち,自分自身や自分の生活について考えさせることである｡

しかしながら,体験や活動を通して何を学ばせたいのか暖味のままで,細切れの疑似

体験を次から次へと行っている実践をよく見かける｡教科書に取り上げられた課題を

吟味せず,ただひたすら ｢やらせ｣ているために,児童の学習意欲は高まらず,教師

の指導方針も一貫せず,児童も教師も不満足なまま授業が終了してしまうのである｡

かつて批判された ｢生活単元学習｣における "這い回る経験主義"の再来になっては

いけない｡教材を精選し,本当に価値ある体験 ･活動ができるように (註),教師は

工夫を凝らす必要がある｡そのためには,系統性を持った教材編成が重要である｡

註 :有田(1994)は,図3のような体験活動を中心に据えた ｢生活科｣の授業構想を

提起している｡活動意欲や疑問を活かした体験活動や実感 ･体得すべき内容に

ついての提起は, ｢生活科｣の授業論を考える際に,示唆を与えてくれよう｡
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図3 ｢生活科｣の授業の構想 (有田,1994)

4.五感を大切にした授業

｢生活科｣.の授業は,一斉授業の占める割合が低下し,活動場面が多くなる｡単に

見て調べるだけではなく,視覚以外の感覚も活かせるような活動がよい｡ ｢学校探検｣

の単元の授業では,かつての ｢社会科｣でみられたように,教師が児童を統導して,

学校内の施設を紹介する形態よりも,数名のグループが自らの計画 ･希望に従い,自

由に探検するのが望ましい｡保健室の探検では,消毒液の臭い ･白衣を着た養護教諭

･設置されたベッドを通 して,病院との類似点 ･相違点を発見させ,保健室の機能と

養護教諭の職務内容が理解できるように援助する｡また,給食室の探検では,調理の

匂いや調理器異の大きさ,大量の食品の観察を通して,家庭での調理との比較を行わ

せたい｡

｢地域探検｣の授業で ｢川｣を取 り上げる場合,初春の雪解けの水の冷たさや初夏

の心地よい水の感触を,実際に児童が川の水に足をつけることによって感 じ取らせた

い｡ ｢公園｣や ｢森｣を取り上げる場合では,植物の観察にだけに留まらず,虫や鳥

の鳴き声の四季折々の変化にも目を向けさせたい｡
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5.認識形成を重視した授業

｢生活科｣の誕生に際して,低学年児童の思考は未分化であるために, ｢理科｣

｢社会科｣で育成される自然認識や社会認識の形成は, ｢生活科｣の授業では求める

べきではないという議論がなされたことがあった｡確かに,低学年児童は中学年児童

よりも思考や認識の発達段階は低いレベルにあるが,教材の提示の仕方や指導の仕方

によっては,十分に認識の形成がなされるのである (例えば,仮説実験授業による自

然認識の形成)｡教材内容や指導方法の検討ぬきに,一般論として思考の未分化性を

強調するのは,昨今の発達心理学 ･認知心理学の到達点から考えても問題がある｡思

考の未分化性を強調するが故に,擬人化になったり,遊び ･イベント中心主義や心情

主義に陥り,生活実感からかけ離れた授業になってしまうのである｡

｢生活科｣では自然認識 ･社会認識の芽を養うと共に,自分とのかかわりという自

己認識も念頭に置く必要がある (この点が ｢理科｣と ｢社会科｣の単なる合科ではな

い理由の1つである)｡しかし,自己認識は時には主観的になりすぎるので,教師の

適切な指導が必要となってくるのである｡

｢生活科｣の教科目標に ｢自立への基礎を養う｣という記載がある｡自立への基礎

をきわめて矯小化して捉えてしまうと, ｢生活科｣は ｢しつけ科｣ ｢第2道徳科｣に

なってしまう｡ ｢自立への基礎を養う｣ことは, ｢生活科｣以外の教科でも,また教

科外活動でも養う必要性があり,認識形成 とかけ離れてなされるべきではない｡

｢生活科｣での遊びは,幼稚園での遊びとは質的に違う｡ "ごっこ遊び"の例とし

て,買い物ごっこを考えてみよう｡ ｢生活科｣の買い物遊びは,地域探検で学習した

商店の仕事を遊びを通して体験する｡漫然 と遊ぶのではなく,商品の流通のメカニズ

ムの理解や貨幣の役割などを理解させる必要がある｡買い物ごっこは,社会認識の形

成と切 り離してはいけないし,幼稚園での遊びよりも,体系的 ･組織的で,深化され

たものでなくてはならない｡遊びっぱなしではなく,必要に応じて教師の指導 ･援助

が入 り込むべきであろう｡

3つの認識 (自然認識 ･社会認識 ･自己認識)の形成が価値ある休験とうまくリン

クしてこそ,真の意味での自立への基礎が養われ,知育も徳育もなされるのではない

だろうか｡

6. ｢生活科｣における指導とは

｢生活科｣は ｢理科｣や ｢社会科｣とは違う教科であることを強調するあまり,教

師は指導してはいけないとの主演を時に耳にする｡しかし,ここで用いられている

"指導"という言葉の概念は, ｢教え込み｣ ｢知識注入｣といったきわめて狭い概念

である｡教育心理学で用いられる "指導"は,この様な狭い捉え方をしてはいない｡

例えば, ｢生き方｣ ｢在 り方｣の指導と呼ばれる今日の進路指導では,生徒の自己理
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解を促進させ,職業観を身につけさせる支援が中心となっている｡ "暖かく見守る…

ことも, "はめる''ことも,広義の意味での "指導"に含まれる｡

教師の指導を否定した ｢生活科｣の授業は,活動しばっなしの放任主義に陥ってし

まう｡当然,指導の観点がなかったり,希薄になったりして,一貫性もなく,児童に

とっても困惑するであろう｡

では, ｢生活科｣における指導とはどういうものであろうか｡ ｢生活科｣では一斉

指導の占める割合が低下し,多様な活動が中心になる｡結果を教えてから活動するの

ではなく,児童が自主的に活動できるよう教師の指導性が発拝されなければならない｡

前述の ｢学校探検｣の授業の場合,うまく活動に参加できない児童に対して,探検の

仕方をアドバイスしたり (教職員に対する質問の仕方,校舎の位置の確認など),全

体のまとめを行う時に,子どもの発言を引き出すための指導が求められる｡ ｢夏を見

つけよう｣という単元で,ボーッとしていて何も見つけることができなかった児童を

放置していた授業があったが (助言者は,その子なりに夏を見つけていたのだから､

指導をする必要がないとコメント),やはり活動に参加できぬ児童や誤った活動をし

ている児童には,教師が積極的に介入し,指導をする必要性がある｡

子どもの様々な疑問を取 り上げることは大切である｡その場合,正解や結論をすぐ

提示するのではなく,課題解決のヒントや手だてを提示し,活動の方向性を定めるの

が, ｢生活科｣における適切な指導である｡活動中の児童の反応を観察しながら,価

値ある重要な発見を行った児童を見つけ出し,活動を振り返るまとめの時間で,学級

全体に成果を共有できるようにすべきである｡

無藤(1990)は, ｢生活科｣の授業を4段階に分けて,各々の段階における教師の果

たす役割を検討しているので紹介しよう｡第 1段階では,事前に子どもの実態や学習

の目標等を考えることであり,①子どもの生活実態の把握,②子ども一人一人の個性

の把握,③教育目標の分析 - が該当する｡第2段階では, ｢生活科｣における単元

の活動を計画することであり,′①子どもの実態と個性を踏まえる,②地域の特性や季

節的な移り変わりの在り方の考慮,③子どもの学習と発達の進展の度合いの考慮,㊨

各活動での起こりうる原則的･な気付きの見通し,⑤活動の柔軟性の組み込み- が活

動のポイントとなる｡第3段階では,実際に活動を実施し児童を導くことであり,①

活動の設定,②一緒に活動し遊ぶ,③子どもから離れて見守る,④子どもの興味 ･関

心 ･気付きに目を止めるだけでなく,共感し子ども自身に伝える,～⑤計画の碓特と変

児童の表現活動を導くことであり,①教師が子どもを思い起こすことを手助けする,

②表現活動のモデルを教師がある程度示す,③子どもの表現に共感する,④子ども自

身の気付きを捉え,それを一般化する試みを行う- が活動のポイントとなる｡

近年,教育において "待つ''ことの重要性が指摘されているが, ｢生活科｣で はこ

-85-



の "待つ"ことが大きな役割を演 じる｡ `̀待つ"ことと放任主義とは,大きな違いが

あることを改めて認識しておきたい｡
r

7.台科 ･総合学習的視点にたった授業

｢生活科｣は従来の低学年 ｢理科｣ ｢社会科｣を中心に,多くの教科を合科して,

或いは総合学習的視点にたった授業として取り組むのがよいだろう｡見学や観察した

事柄を絵や作品で表現する時には ｢図画工作｣として扱い,文章で表現する時には

｢国語｣として扱える｡収穫した野菜や果実の調理や,ダンゴづくりを行うこともあ

るが, ｢家庭科｣のように分量や調理方法を厳密に設定するのではなく,ある程度児

童に任せた形で行えばよい (失敗を通して新たな学びが始まる)0

合科 ･総合学習的視点にたった授業の展開例を述べてみよう｡ ｢子ども郵便局をひ

らこう｣という単元では,従来の ｢社会科｣のように郵便局見学から始めるのではな

く,牛乳の紙パックで葉書づくりを行うことから開始したい｡葉書づくりは,リサイ

クルを通して,環境教育とも結び付けることができる｡自分が作った葉書を用いて文

章を書くことは,自我関与が高まり,強い動機づけになる｡手紙 ･葉書文の書き方は,

｢国語｣の授業と関連づけられる｡ポス トに投函した後,どの様な経路を経て受取人

に届くのか,児童に考えさせ,疑問点を明確にさせながら,郵便局見学へつなげてい

く｡疑問点や郵便の仕組みを教師が解説するのではなく,郵便局鼻に児童が尋ねるよ

うに仕向けていきたい｡郵便局見学後,校内で ｢子ども郵便局｣を開設し,郵便のシ

ステムを活動を通して理解させていく｡学級内での郵便屋さんごっこに留まらず,上

級学年の児童や学校内の教職員へ手紙や葉書を出せるように教師は対処し,学校全体

に交流 ･コミュニケーションの輪を拡げられるように努めたい｡大量の郵便物を仕分

けるためには,郵便番号が役立っていることが理解できれば望ましい｡さらに,電話

や新聞 ･テレビなどの通信 ･伝達手段も取 り上げて,比較 ･検討することも望みたい｡

｢パン工場の見学｣-は,従来は ｢社会科｣の単元として取り扱ったが, ｢理科｣の

｢小麦の栽培｣と結び付けて,合科的な指導にすることも ｢生活科｣では可能である｡

′ト麦の種から発芽し,成長していく様子を観察し続け,結実まで追い続けていきたい｡

春に植える植物と秋に植え越冬する植物との違いや ｢麦ふみ｣の果たす役割 - アサ

ガオや大豆では茎や葉を踏んではいけないのに,何故麦は踏む必要があるのかという

疑問を子どもたちは抱く- を理解させていきたい｡収穫後,脱穀 ･製粉して′ト麦粉

を作らせ,可能であればパンを作る場を設ける｡そして,パン工場の見学へとつなげ

ていく｡パンは小麦粉だけではなく,牛乳やバター,卵,砂糖など多くの食糧で作ら

れ,農家だけではなく,酪農家とのかかわ りもあることを理解させたい｡

｢生活科｣の場合,児童が活動に集中し, "のっている"状態の時は,単位時間内

に終了しないことが多い｡児童の想い ･願いを活かすためには,時間配分を柔軟に考
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え,合科的扱いをすることがよいだろう｡

8.失敗から学ぶ

アサガオなどの植物栽培において,枯れたり,開花 ･結実しなかった時や,昆虫や

小動物の飼育において,死んでしまった時など,失敗に終わった活動も,何故そうな

ったのか,考えさせる機会になる｡成長した日向のアサガオと枯れてしまった日陰の

アサガオの発育の違いなどを比較させ,植物の成長には太陽の光が必要であることを

体験を通して理解させたい｡成功事例だけではなく,失敗事例も取り上げ,両者の比

較を通して認識が深まるよう工夫を凝らしたい｡

9.3年での ｢理科｣ ｢社会科｣との接続性を持ったカリキュラム編成

｢生活科｣は ｢理科｣と ｢社会科｣を合科したものではなく,全く新しい教科であ

るとされている｡従前は,低学年から自然認識や社会認識の基礎を確立させるために,

｢理科｣と ｢社会科｣が設定されていた｡しかし,これらは3年へと後退 した｡動物

を例にとっても,2年生までは "自分とのかかわり''を重視し,感性の育成を強調し

た指導がなされたのに対して,3年生になると,-科学的認識の形成をめざした指導が

なされるようになる｡教師にとっても児童にとっても,ギャップや戸惑いを感じるで

あろう｡この様な事態を避けるためにも,2年生の後半からは,自然認識 ･社会認識

の形成にウェイ トを置いたカリキュラム編成 ･指導を行い,3年生でのスムーズな

｢理科｣ ･｢社会科｣の導入学習が行えるようにすべきである｡ 〔研究4〕の調査結

果にも見られるように, ｢生活科｣の校内研修 ･研究体制は,多くの学校では低学年

担当教師のみで研究部会を構成している｡しかし,3年での ｢理科｣ ｢社会科｣との

接続性を持った ｢生活科｣のカリキュラム編成や授業づくりを推進するためには,低

学年担当教師だけではなく, ｢理科｣ ｢社会科｣の研究委員や3年生担当教師も加え

て研究を行うことが大切である｡

10. ｢生活科｣の評価

最後に, ｢生活科｣の評価について触れておこう｡ ｢生活科｣に限らないが, ｢指

導と評価の一体化｣は重要なことだからである｡授業における評価でち,通知表の評

価でも,指導要録の3つの観点をそのまま用いている学校は多い｡授業における評価

では,指導そっちのけで,チェックリス トや観察表の記載を行っている教師が目につ

くが,極言すると,評価のための指導 (実際には指導すら行えない)になってしまう

危険性がある｡長いスパンで児童の活動を観察し続けながら,評価を行いたい｡一単

位時間で指導要録の3つの観点を全て評価することは,無理ではないだろうか｡ ｢関

心 ･意欲 ･態度｣のような情意的領域の評価や思考力 ･判断力の評価などは,長期的
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･継続的に評価すること,そして多面的な視点で評価することが求められる｡ 〔研究

4〕の調査結果でも,子どもの発言や作品,自己評価,観察など多面的な評価方法を

採用してい∫ることが兄いだされている｡

通知表の観点別評価の観点は,指導要録の観点をそのまま用いる必要性や義務はな

い｡ ｢生活科｣の趣旨から考えると,やはりその学校らしさの現れた,地歯に根ざし

た教育活動を反映した評価項目を設定するのが望ましいと言えよう｡

認知的領域 (自然認識 ･社会認識に関わるもの,指導要録の `̀気付き"に該当)は

到達目標を設定して評価する ｢観点別評価｣ (他教科と異なり,2段階評価でもかま

わない)を採用し,他の領域 (指導要録の "思考 ･表現''と `̀関心 ･意欲 ･態度"に

該当)の評価は ｢自由記述｣を採用すればよいだろう｡児童の "よぎ'や変容の過程

などは, ｢自由記述｣欄で文章表現すれば,保護者の理解も得られやすい｡

ll.おわりに

｢生活科｣は週あたり3時間で,総学習時間に占める割合も多くない｡だからとい

って,手を抜いたり,お茶を濁すようなお粗末な実践は避けたい｡ ｢生活科｣は自己

教育力の育成にふさわしい教科でもある｡問題解決能力,認識能力や表現力を発達さ

せることも大いに可能である｡また, ｢生活科｣の導入に伴って,家庭や地域の教育

力が高まってきたとの報告も多い｡このような能力を高めるためには,教師のTPO

をわきまえた適切な指導が必要である｡ ｢生活科｣が小学校の教育改革の起爆剤とな

るか,学力低下の原因となるかは,教師の力量 (教材開発と指導の仕方)にかかって

いると言えるだろう｡

〔文 献〕

有田和正 1994 大学における ｢生活科の授業｣はどうあればよいか せいかつか

(日本生活科教育学会学会誌),1,16-21.

無藤 隆 1992 生活科の心理学 初教出版

[付 記]

【研究7】は,拙著 『学力 ･能力 ･適性の評価と指導一学校心理学視点から-』

(京都法政出版,1994年)の第15章を加筆 ･修正したものである｡

-88-



〔全体的まとめ〕

｢生活科｣の授業づくりと評価のあり方について,授業実践の分析と調査を基に,

教育心理学の視点から明らかにした｡得られた知見の概要は以下の通りである｡

① 文部省の研究指定校などの ｢生活科｣の先進校を対象とした調査では,通知表の

｢生活科｣の評価は観点別評価が中心であることや指導要録の観点の内, ｢気付き｣

や ｢関心 ･意欲 ･態度｣が評価に際して困難であること,授業における教科書の活

用度は低く,地域に根ざした教材の開発が行われていることなどが兄いだされた｡

② 現行の ｢生活科｣の教科書の内容分析を行い,タイプ別に事例検討を行った｡

③ 本格的実施後,4年を経過した時点で,一般の小学校の ｢生活科｣担当教師を対

象とした調査では, ｢生活科｣を履修している現在の低学年児童は, ｢生活科｣が

なかった時の当該児童よりも ｢行動力｣ ｢表現力｣ ｢創造力｣ ｢企画力｣ ｢協調性｣

などが少し優れているが, ｢落ち着き｣が少し劣っていること,指導や評価に際し

ての問題点としては ｢通知表 ･指導要録での評価｣や ｢個に応じた指導の仕方｣な

どが多く指摘されていた, ｢生活科｣の授業での評価は多様な手法が用いられてい

るが,ペーパーテス トの活用度は低いこと,ティーム ･ティーチングの導入は2割

程度 と少なく,校内の ｢生活科｣の研修体制も多くの学校では低学年の教師のみで

実施されている- を兄いだした｡

④ ③と同様に,3年生担当教師にも調査を行ったところ, ｢生活科｣を履修した3

年生は未履修者の当該児童と比べて, ｢行動力｣ ｢企画力｣ ｢創造力｣ ｢表現力｣

などが少し優れ, ｢落ち着き｣が少し劣っていること,3年生の ｢理科｣ ｢社会｣

の指導についての問題点としては,自然認識 ･社会認識の基礎が身についていない

ことや系統性の欠如(｢理科｣),観察 ･資料を読み取る力が十分に身についていな

いこと(｢社会｣)などが少し感 じられており, ｢生活科｣の授業に対する要望では,

･これらのことを含めて多岐にわたっていた, ｢総合学習｣ ｢合科学習｣はほとんど

実施されていない, ｢生活科｣的なものを中学年以降にも設けることについての賛

否は,反対 ･不要派の方が多いが,意見は多様であること- を兄いだした｡

(9 ｢生活科｣ ｢総合学習｣の年間指導計画について,6校の事例を検討 した｡

⑥ 最後に,上述の知見を踏まえ, ｢生活科｣の授業づくりについて提言を行った｡

最後に,残された課題について述べよう｡ ｢生活科｣はその教科目標も指導方法も

他の教科とはかなり違っている｡ ｢新学力観｣の最も反映された教科であるとも言え

る｡本研究では,異体的な教材分析とそれに伴う指導方法の検討にまで踏み込むこと

ができなかった｡この点の解明が今後の課題として残されている｡さらに,次の教育

課程の改訂では,教科の統合 ･再編が想定されるが, ｢総合学習｣ ｢合科学習｣の視

点からの ｢生活科｣の捉え直しとカリキュラム開発,そして中学年以降への導入の是

非なども検討すべきであると思われる｡
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【補足資料】
1

◎ (研究1)の [1] 到達度評価型の通知表の事例

第 2学 期

･学 習 の よ う す

教料 各 教 r科丁の 学 習 の -め あ_て 評 定

よくできた _できた ちラ少し

由寺五J7° 分かりやすく文章を書くことができる

聞き手に,よく分かるように読むことができる

文章を正しく読みとることができる

内香を,.正 しく聞きとることができる

発音 .文字 .文法をどの基礎的なことが分かる

文字を正 しく,-ていねLiに書くことができる

寡数 くり上がりのある3位数のたし算ができる

くり下がり_のある3位数のひき算ができる

正方形 .長方形 .直角三角形が分かる

九九がわかる

文章題を解くことができる

生活 工夫して買い物ができる

おもちゃを作り,工夫して遊ぶことができる

野菜の成長に関心をもち,世話ができる

手紙で用件を伝えることができる

普楽. 音楽に親しみ.進んで音楽活動に奉加できる

自分の歌声に気をつけて歌うことができる

鍵盤ハ-モーニカで簡単を曲をひ くことができる

曲の気分を感じとつて聴 くことができる

図画~工作 自分の思いをもって,進んで造形活動を楽しむことができる

想像力を働あせ そ.1表し方やつくり方などを工夫す阜ことができる

思いのままに手や感光などを働かせ~ることができる

お互いの作品を楽しく見ることができる

体育 進んで楽しく運動することができる
きまりを守り協力して運動することができる
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◇学習の記録

1 学 期

早壬五I)｡ ○進んで表現したり､いろいろな読み物を読んだりしようとする.

○場面の様子や順序を示す言葉に気をつけて､内容を読み取ることができる○

Or;1分の生活の中から招材を選び､順序を穀q!して普 くことができるo

･○片仮名を文章の中で適-馴 こ使うことができる○

o新しく学習した漢字を正しく読み書きできる○

○漢字の ｢とめ｣｢はねJrはらい｣に気をつけて字形を紫えて普 くととができるo

罪数 ○進んで問題を解いたり､計界したりしようとする○

02位数の くり上がり､ くり下がりのあるたし算､ひき算ができる.

〇千までのL数の表し方､大小,舶序が分かる.

○長さの表し方が分かり､冊単な.IIITJ定ができる○

○分単位の時刻の読み方や時間の単位関係などが分かる.

○かさの表し方や単位関係が分かり､̀怖単な測定や計算ができる○

隻活 ○身近な自然や社会及び自分自身にT称巳､をもち､それらと積極的にかかわりながら.楽しく学習する.

〇番の高m公園で自然や人々にはたらきかけながら､春を楽しむ.

○成長や収穫を楽しみにして.一生懸命野菜を育てる○

ド･○水生動物を楽しんで捕典し､自分なりに工夫して世話する○

○川へ出かけて､自然に親しみながら遊び､夏を楽しむ○~

普楽 ○進んで歌ったり演奏したりして､音楽を楽しもうとする○

･Jやn の7).ズムを組示 わせてl斗分で楽しくリズムをつ くることができる.

○自分の歌声に気をつけて ｢ぞうさんとこりす｣などを歌うことができる.

oリズムに合わせて､｢ともだちのうた｣などを鍵盤ハ⊥モニカで演奏することができる○

○ふしに合わせて体を動かしながら､｢あかちゃんぞうのこうし4,｣などの曲を聴 くことができるO-

図工 ○自分の思いで､進んで造形活動を楽しもうとする○

○提琴したことを気持ちや様子が伝わるように桧に描 くことができる.

○材料を生かして､わくわくスリッパを作ることができる○
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学 習 の ,記 録 (3学期) 2卑生

教料 3学期に学習 した主な内容 -Je. よく-できる できる Sつすし_し

国語 ～･事柄を正しく表現したり､易しい み物を遊んで読んだりしようとするo

･まちがいを直したり､くわしく書き直したりしてよくわかる文章を書くO-

･話の内容を正 しく聞きとり､分からないことは聞き返すo

･出てくる人の気持ちや､場面の様子を想像しながら読みとるo

･学習した漢字や片仮名を文_や文章の中で進んで使う0 .-

･点画の接し方､交わり方､方向杖 こ注意 して文字を正しく書くo

翠数 ･｢はこ｣の工作を楽しむO-長さの単位 (爪､cm)を使って測定し､生活の中で用い

ようとする○

･箱の形の性質を見つけ簡単な展開図を作るo

･1000までの数を表わしたり読んだりするo

･和が4けたの数のたし算､4けたの数から1-3けたの数を引く計算をするム

坐宿 ･地域の冬の行事を姻べたり､冬の遊びを工夫し､楽しく遊ぶ.

･手紙を出す時や電話をかける時の決まりを調べ､必要なことを遊んで伝えるo

･誕生から現在までの自分の成長の様子を資料を集めたりして調べ､自分をふり返る

ことができる○

･自分の成長を支えてくれた人々に.Li し､これからの生活の目当てをもつo

･活動 したことや､■自分甲気持ちを言葉や絵､動作などで表現するo

Atヨ莱 ･音楽に興味や関心をもち､喜.んで音楽活動に参加しようとするo

･曲の感じに合わせて､体を動かしたり､歌声や楽器で蓑虫するo

･階名で模唱 したり､暗唱したりすろo

･自分の歌声を大切にし､気持ちをこめて歌うo

･互いの音をよく聴き合いながら楽しく演奏するo

･リズムや旋律､速さの特徴をとらえ､曲の気分を感じ取って聴くo

図工 ･思いのままに進んで造形活動を楽しもうとするo

･想像力を働かせて自分の思いを自 に絵や輝等で表すo

..身近な材料の特徴を生かし~て作ったり､場を工夫した遊びをする○

･かいたり作ったりしたものを､楽しくみたり大切にしたりするo

体* ･進4,で体育の学習に参加しているo

･動物や乗物になりきって体の動きによって模倣するo

･楽しくスキー遊びをするO

R ･運動後､手や顔を洗ったり､汗をふいたりうがいをしたりするo
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第 1学 期 2年生 ノ%. 氏名

敬料 秤 .価 の 観 点 野? 鍋

冒語 習った漢字の読み書きができるo

句読点に気をつけて音読できるo

したことを思い出して順序よく書ける○

文章の内容を読みとれるo

寡数 くり上がりのある2けたのたし算ができる○

く一り下がりのある2Iナたのひき算ができるo

長さ_(Cの､仰 )の単位と.その関係がわかるO.

かさ(L､de)の単位と､その関係がわかるO

1,0doまでの数の仕組みや大小関係がわかるo

生宿 野菜の育て方を調べたり､花や実のつき方を観察することがで

きるo

野菜を育てるには水や肥料が必要なことがわかり､実は花のあ
とにできることが理解できるo

水にすむ生き物の飼い方を調べた り.､生き物のようすを観察す
亭ことができるo

生き物にはそれぞれの特徴に合った食べ物やすみかが必要なこ
とがわかるo

lb 伴奏に合わせて歌うことができるo l

E]莱 鍵盤-一七ニカで音符の長さに気をつけて演奏できる.
曲に合わせて リズム打ちができるo

図工 したこと.思ったことを絵で楽しく表現できるo lll
粘土を使って立体感のあるものが作れるo

のりやはさみを使い､Liか りした作品が作れるo

体i 鉄棒で足ぬきまわりや逆上が りなどができるoきまりを守つーて7jV｢つばいポ-,i,遊びができるo

日 マットで.後転 .開脚前転7-.開脚後転などができる.
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｢千原の子｣の見方

1 学期における各教科の学習目標の達成状況について,観点ごとに評価 しました9

｢特別活動のようす｣, ｢生活のようす｣につても,評緬 してありますo

◎は,十分に達成 しているo~Oは,おおむね達成 している.

△は,達成が不十分セあるo

2 自己評緬(自分)を取 り入れました○ -

教科 評 価 の 観 点 自分 先生

国語 国語に対する関心を持ち,進んで読書することができるo

伝えたいことが.開き手によくわかるように,限序を考え整理して話すことができるo

場面の様子を思いうかベ準がら,音読することができるo

主語.述語.修飾語の使い方に気をつけ,順序がよくわかるように書くことができる○

話 し手の伝えようJとする内容を,正 しく聞き取ることができる.

片仮名や漢字を正しく使うことができ~,音声 .語句 .言葉遣いなどがわかるO-

点画の接 し方 .交わり方 ;方向に注意して文字を正しく書 くことができるo

式を用いて簡潔に哀したり,十や百を単位として数の大きさをとらえたりするこ
とができる○(大き.な数の_ひせ算,たし算とひき算)
簡単な計算ができ,量の測定をしたりすることができる○(大きな数のひき算,た
し算とひき井,かけ算QX凱 長さ②)

数や計算の意味や性質,量の測定の意味などがわかるO(かけ算GXg),長さ②)

坐宿 身近な昆虫に興味を持ち,観察したり育てたりするととができるo

植物を育てる活動を通 して,自■然に親 しみを持つちとができる｡

バスにのつて目的地まで行くことができるo

秋の自然とかかわる中でおもちゃを作り,それを使って楽しく工夫して遊ぶことができる○

秋から初冬にかけての学校周辺および地域の自然や人々,建物などを自分の生活
を通して,進んで見たり調べたりし季節の変化に気付くことができる○
附小郵便局を開き,仕事に携わる人々の努力や工夫に気付くと共に,必要に応 じ
てハガキや手紙を出したり,電話をしたりすることができる○

コ!乙日莱 すすんで楽 しく音楽活動をしようとする○

旋律に簡単なふしを重ねて歌うことができる.

けんはんハーモニカや打楽器で簡単な合奏ができるo

即興で簡単なリズム打ちができるo

様子を思いうかベながら楽しく曲や歌を聴 くことができるo

図画工作 自分の思いで進んで造形活動を楽 しもうとする.

感じたことなどをもとに,造形遊びを工夫したり,表し方やつくり方などを考える.

感 じたことや考えたことを作ったり掃いたりすることができる○

措いたりつくったりしたもの.などを楽 しく見ることができる○

体育 リレーあそび みんなと仲よく,進んで果 しくしようとする○
フットベースボール 運動が楽しくできるように仕方を考えたり,工夫することができるo
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㊨ (研究1)の [2] 指導要録の評価の困難な観点について一因難さの理由につい

ての自由記述 (文体は全て常体で統一し,一部の仮名を漢字に直した以外は原

則として原文のままとした｡紙幅の都合上,一部を劉愛した｡)

(1)生活への関心 ･意欲 ･態度

*文部省協力校*

･評価が主観的になりやすい｡

･生活科の授業以外での生活への関心が強いが,一人一人の児童のチェックに片寄り

が見られる (静かな子は見落としがち)｡どうしても表現力が豊かな児童が目につ

いてしまう｡

･単元によってその子の好きなものとあまり好きでないものがある｡それによって,

関心 ･意欲 ･態度は変わってくる｡このことを1年間まとめた評価として記入する

のは難しい｡

･表面には出てこない関心 ･意欲 ･態度の高まりを教師がどの様に把握していくのか,

決定的な具体策がないため,評価が難しい｡

･非常に見えない部分である｡少なくても子ども達は,働きかける自然 ･事物に興味

を持てば,必ず飛びついてくる｡それをあえて評価するのはおかしい｡

･校外へ学習に出かけると子どもの興味 ･関心がばらばらになり,深まりに欠けるこ

とがある｡教師の指導意図からかけ離れたものに興味 ･関心がいき,ハプニングな

ども多い｡教室内はなんとか自分のめあてをもって学習できる｡

･個人内でも内容によって意欲的に取り組む単元もあれば,あまり関心を示さない単

元もあったりするので,-まとめに ｢生活への関心 ･意欲 ･態度｣といっても難し

い｡個人差があるので,関心 ･意欲を外に表す子は評価しやすいが,関心 ･意欲が

あってもあまり外に表さない子の評価はしずらい (子どもの見取りの難しさ)0

･常時,観察による評価が必要になる｡

*実 践 校*

･何を見てどう評価すべきなのかよく分からない｡教師側から見ると意欲がないよう

な活動状況でも,本人はやる気を持って取り組んでいたことが,後で作文を見て分

かったことがあった｡

･児童の内的な部分の評価であるため,客観的に捉えにくい｡

･子どもの表情に表れない時の意欲はどう評価するのか｡

･表情や言語などで表現できない (しない)子の内面はつかみにくいことがある｡
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･生活科の評価はその子どもの個性を重視し,その子どもなりの関心 ･意欲 ･態度を

一評価するが,指導要録は絶対評価で記入するため,教師の思いが生かされない場面

が多いi

･一人-人の内面にまで迫るまでの見取りができにくい｡表現の乏しさのある子をど

う見るか (本質の見きわめ方)｡

･教師の観察による評価が多くなり,授業者の主観的な評価になりやすい｡

(2)活動や体験についての思考 ･表現

*文部省協力校*

･思考があっての気づきであるが,思考の程度を把握することは難しい｡評価項目を

決め,評価しているが,評価の項目が適正か検討を要する｡

･思考や表現はその子の中での基準で活動しているため,指導者側の基準で見るわけ

にはいかない｡そこを評価するのであるから,難しい｡

･子どものよさを見つけようと長い日で見つめようとしているが,子どもの内面の気

づきゃ思考をどれだけ捉えきれているだろうかと疑問を持っている (指導する側の

姿勢,子どもの捉え方で変わる点)｡

･思考の流れは活動を注意深く見ていないと分からない｡

･何らかの形で表現ができるということは,つまり気付いているというように, ｢思

考 ･表現｣と ｢気付き｣をはっきりと区別できない時がある｡

*実 践 校*

･思考 ･表現を評価する際,生活科の教科の性質上,他教科の総合的な力が吹き出る

為,国語力,図工 ･体育等その他の表現力も併せて評価することになる場合がある｡

･作文力とか,絵の表現力の問題になる時がある｡

･どの様な場面で評価したらよいか｡

(3)身近な環境や自分についての気付き

*文部省協力校*

･その子なりの気付きを見取るため,話したり,書かせたりしているが,表現力を伴

わないため,見取りが難しいことかある｡ (l

･作品や結果に表れないこともあるので,過程を十分観察していく必要がある｡
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･自己表現力の不得手な子の内面の気付き (認識の芽生えとしての)を見取るために

は,作品分析以外に方法がない (面談もあるが,時間的に難しい)｡

･気付きの内容を明確にしておかねばならないし,気付いていてもそれを表現しなけ

ればこちらは分からない｡難しさがある｡

･その子なりの気付きというものが,どの程度認めてあげられるものか判断が難しい｡

･どの程度気付けばよいのかはっきりしない｡A君ならこの程度気付いて欲しい,ち

君ならこの程度と,今までの生活体験によって差があるものだから｡

･その子なりの気付きをそのこの言動で見ていくべきだと思うので,教師は常に個々

に関わる必要を強く感じる｡一人一人の変容ぶりを確かに捉える教師の力量が問わ

れるので難しい｡

*実 践 校*

･気付くべき内容は統一されたものではないはずで,個々の気付きの内容を大切にす

べきだと思うが,教師の主観的要素が強くなってしまう｡

･関心 ･意欲 ･態度の項とダブッてしまい,この項についてのみの評価は行いにくい｡

･個人差が大きく,表出する部分が少ないために捉えにくい｡

･学習の中での発言や記述に表れたり,行動に出てきたりする場合は捉えやすいが,

それだけではないように思う｡

･日常的に子どもをよく見取って活動中のつぶやきを十分把握しておかないと,クラ

ス全員の子どもを評価するのは難しいと思う｡自己評価カー ドにかなり頼っている

が,意思表示の苦手な子どもの把握が難しい｡

･自分についての気付きの評価 (自己評価,教師の観察等,作文やカード)が豊富で

ないと難しい｡

･自分についての気付き (よさや成長)が低学年の子どもにとっては難しい｡

･気付いているのかはっきりしない｡

(4)3つの観点に共通した困難さの理由

*文部省協力校*

･単元毎に見ていって,それを総合的に評価する時に,難しさを感じる｡

*実 践 校*

･指導要録の観点別評価は付ける意味がない｡なぜなら,生活科はその子のよさを評

価すべきものであるので,A ･B･Cを付けれない｡ ～
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◎ (研究1)の [3] ｢生活科｣の評価全般に関しての問題点や意見についての

自由記述 (文体は全て常体で統一し,一部の仮名を漢字に直した以外は原則

として原文のままとした｡紙幅の都合上,一部を割愛した｡)

*文部省協力校*

･いつ,どこで,何を,rLどの様に評価するのか,単元,単位,学期レベルで大きく見

取るのは理解できるが,実践段階で無理がある｡

･教師自身の子どもを見る目の変革が自分ながら驚いている｡教えることより育てる

こと,子どもを見取ることがいかに大変か,しかし大切かを痛感している｡そして,

子どもがすばらノしい力 (能力)の持ち主であることに感動している｡

･個々の子どもを大切にしているというならば,個人内評価を進める必要がある｡そ

の場合の ｢基準値｣(規準ではない)の設定の仕方は,困難を伴う｡また,個人な意

評価は教科 ･単元のねらいとの整合性も考え.ていく必要がある｡いずれにしても,

評価は教師が児童を見取るために行うと同時に,指導のチェックとしての教師自身

の自己評価としてもしていかなければならない｡この後半の議論が欠落しているよ

うに思えてならない｡

･学校行事に追われ,つい生活科にしわよせがくる｡時間数のことで悩んでいる｡

･生活科は子どもの意欲を最も大切にし,その意欲が持続し,高まっていけるために
し

は,支援する教師の力量にかかる点も多いと感じている｡先生自身の体験が乏しい

と安易な評価になりやすいと感じる｡

･本音のところで,これらの評価方法がはたとて定着していくのか疑問に思っている｡

･生活科は活動が中心の教科なので,学期毎に観点別に評価するのではなく,活動毎

に頑張ったところを認めてやれるような評価ができたらと思うく∴

･絶対評価よりも個人内評価にすべき｡

･児童個人に対する評価は最小限のものでよいと思う｡個人差を認めた上での学習な

ので,同じ規準で評価するのはあまり意味がないのではないか｡授業そのものの評

価は大切｡

･個人の伸びを認めることのできる評価(個人内評価)が大切なことは分かるのだが,

それを実際の授業の中に組み込んでいくことがたいへん難しいと感じている｡

･初め (導入)の意欲づけが大切であると感じてはいるが,どの子にも意欲が持てる

様にするのが難しい｡一人一人計画などを聞いていると時間もかなりとってしまう｡

･自己教育力をつけるという点から,自己評価は大切であると考える｡自己評価の積

み重ねによって一人一人の変容を期待したい｡評価にあまりとらわれず子どもと共

に生活科を楽しもうといっも心がけている｡評価は友達も保護者も含め,広い視野

でいろんな人の目からも行われるべきだ｡
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*実 践 校*

･生活科の評価を試行錯誤する中で,子どものよさの見方,捉え方が少しずつ分かっ

てきたように思う｡

･指導要録で評価の観点を3つに分けていることに疑問を感じる｡学習内容からみて,

3つは相互に関連しているはずで,別々に切り離すとトータルな子どもの姿とはか

け離れた評価になるのではないか｡

･本校ではペーパーテス トを行っていないので,評価の方法としては教師の観察によ

るところが多い｡そのため一人一人の実態をしっかりと把握しておかないと子ども

がどう変容していったのかが分からない｡また,教師の主観が入ってくるおそれが

ある｡

･指導に生かす評価についてどの様に考えたらよいか｡必要最小限の評価活動をした

いが-･難しい｡

･評価にあたって教師が小さな部分 (例えば,アサガオの支柱が立てられたかどうか

､など)にしぼられず,長い時間的スパンを大切にしていくことを肝に銘じていくこ

とが大切である｡大切なことは,2年間の生活科の経験が子ども達をどう成長させ

たか (どんな力が培われたか)ということだと思う｡

･本当に子どもの活動している様子が,要録に生かされていないと思う (絶対評価の

ため)｡通知表の所見で評価するのがやっとである｡

･相互評価や自己評価の場を時間の中に見つけ,子どもが伸びるための評価の場を見

つけなければならない｡形成的評価をするべきで,個性伸長を図らなければならな

い｡

･一人で40人近い子どもの細かい点までは目が届かない｡抽出児を決めて評価する場

合もあるが,その時間に思いがけない良い活動をしている子がいたりするので,抽

出児を評価する方法はあまり好まない｡一学年一学級の場合,その様な点で困るこ

とがある｡

･一人一人の児童に対して,教師側から支援をしながら評価していく,つまり,指導

と評価の一体化をめざして日夜取り組んでいるつもりである｡

･一人一人を把握する手立てを研究する必要がある｡

･評価そのものよりも評価したことをどう生かしていくかを今後明らかにしていくこ

とが必要であると考える｡勿論多様な評価方法たっいても｡

･生活科だけでなく,全教科 ･領域で学力観 ･評価観の見直しが必要だと思う｡より

総合的な学習への発展が大切だと思う｡

･その単元毎の評価は必要と思う｡子どもにフィードバックし,教師の授業態度や単

元構成を再考する上では不可欠と思うが,評定する必要は半分位ないと思う｡
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･具体的な活動や体験のさせっぱなしの授業 (はい回りの授業)でいいのか,疑問が

残る｡もし,それを防ぐ必要があるとすれば,教師はそのためにどうすればよいの

かが問題である｡

･単元に,よって大切にしたいと思う子と･育てたい力があるし,子ども一人一人につ

いてもその子なりの意欲や活動,表現のよさを認めていってやりたいが,今の通知

表ではなかなかうまく評価できなり｡記述と単元別の評価があればと思う｡･

･生活科を活かした他教科への取り組みをどうしたらよいか? 中 ･高学年へのつな

げ方はどうあるべきか?

･評価を考える前に,まず一人一人の子どものよさをしっかりと捉える必要がある｡

このよさとは,その子の長所というもので暗なく,その子らしさ,個性といったも

ので,つまりは,その子自身ということになる｡したがって授業では,その子らし

いよさをどの様にしたら,どうなっていくかを予想しながら,支援していくことが

大切になってくる｡評価を考える前に,子どものよさの把握ゐ仕方などをもう少し

考えていかなければと考えている｡それが評価にいちばん大切なことではないかと

思う｡

･評価も大切と考えているが,本校では,子どもにとって興味や関心のわくもの,ま

た,未体験の素材など地域の特性を生かした教材の開発の研究 ･実践を重点的に進

めている｡この素材の開発そのものが,子どもを育てることに直接的につながると

考えている｡つまり,評価とは,あくまでも題材がより子どもに機能するための補

助と考えている｡

･3段階評価は難しい｡生活科こそ ｢-｣がつく児童の良い点をはめて励ましたい｡

だから,記述式が望ましい｡
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◎ (研究2)の [2] 教科書の問題点についての自由記述 (本文で紹介した記述は

割愛した｡また,紙幅の都合上,若干の記述も割愛した｡)

*文部省協力校*

･地域の実態に即していない｡

･学校独自のカリキュラムなので教科書を使用していない｡

･望ましい活動だけではなく,問題のある場面なども入れてよいのではないか｡

･独自の年間計画と合わない (2校)｡

･教科書の必要性もないので,問題点もない (2校)｡

･東北地方のため,季節がずれている｡

･活動のアイデアブックとして使用しているが,子ども達の夢をふくらませたり,宿

動をふくらませるような内容にやや欠ける｡

･内容が多く,全部学習するのは時間的に不可能 (参考書として取り扱う分にはよい

が)｡自然に関する分野が多く,社会や自分自身に関する分野がやや色薄く感じる｡

･｢地域を学ぶ生活科 ･環境を学ぶ生活科｣において,全国一律の地域実状になじま

ない教科書はふさわしくない｡もっとも子ども達は,図書の本を見るように何らか

の活動のヒントを得るため,活用しているときも目にする｡

･地域そのものを教材として捉えているので,現在の教科書の記述内容は学習に生か

しにくい｡植物の名を調べたり,生き物の育て方を調べるなど,もっと図鑑的な要

素が強く出てきて欲しい｡

*実 践 校*

･生活科の単元 (配列も含めて)が,学校独自であるため,教科書と合わないことが

多いO教科書では1年の内容であっても,本校では2年で行うものもある｡

･教科書自体は大変良くできていると思うが,本校独自の年間計画があるので,教科

書にそって学習を展開してはいない｡子どもが必要と感じた時に開いている｡

･単元や展開の仕方が合わないので,おもちゃを作る場合などに,子どもの考え方を

広げるために使用している｡

･教科書で取り上げている活動は,自分達の学校のある地域の実態によって異なって

くるのは当然であるが,これらを授業の中で活用する方法があるのだろうか｡活動

や体験を重視する生活科に教科書は必要ないと思う｡

･単元が限定される｡もっと絵本的 ･アットランダムな内容にして欲しい｡根本的に

必要ないと思う｡
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･教科書を使って云々という質の教科ではないので,理科 ･社会科型の教科書を作っ

ても意味がないと思う｡新しい教科,新学力観を考えた時,旧態依然とした教科書

に対する考え方も変えるべきだと思う,

･教科書は一般的な実践例であり,その学級 ･地域にそぐわないことが多い｡逆に教

科書に頼ると子どもの意識を無視した,教える生活科に落ち込みやすい｡

･単元構成が画一的｡低学年の他の教科書に比べて,内容が簡単すぎる｡資料として

説明不足｡

･少々単元の終わりが発表会形式に偏っているように思うが,特に問題点ということ

はない｡

･参考書なのでそれなりの利用であり,多くの期待はしていない｡

･本校は山間僻地校 (児童17名,1･2年4名)であり,教科書の内容と地域の実態

が合わない単元もあり,活動へのさそいかけ,活動の場面づくり,教師の支援の仕

方などの参考書として使用することが多くなっている｡
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